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第
一
草
一
道
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と
連
川
に
関
す
る
報
告
書
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|
|
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J
7
ア
ノ
ン
政
権
の
よ
い
な
る
近
産

第
節
連
邦
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府
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A
1
)
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
同
道
事
業

(
2
)

ン
ヱ
フ
ァ
ソ
ン
大
統
領
の
治
次
就
任
油
説
お
よ
び
第
六
同
年
次
教
書

(
3
)
連
邦
政
府
の
開
発
政
策
の
基
本
構
造

第
一
節
子
「
一
サ
ピ
ク
&
デ
ラ
ウ
ェ
ア
運
河
事
業
と
辿
川
政
府

(
1
)
州
際
事
業
と
し
と
の
チ
J

サ
ピ

l
ク
&
デ
ラ
ウ
ェ
ア
運
河
事
業

F
2
)
チ
「
一
ザ
ピ

l
ク
世
デ
ラ
ウ
ェ
ア
運
河
官
官
業
の
反
問

(
3
)
連
邦
文
援
を
求
め
て

第
一
一
節
「
道
路
と
運
河
に
関
す
る
掛
川
円
吉
一

(
1
)
「
進
路
と
運
河
に
閉
す
る
報
パ
川
亭
ど
の
成
り
斗
ち
と
チ
ェ
ザ
ピ

1
ク
οha
デ
ラ
ウ
ェ
ア
逆
相
会
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(
2
)
「
進
路
と
運
河
に
関
す
る
報
引
率
円
一
が
切
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第
一
章
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ボ
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ー
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(
。
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ニ
ュ
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ヨ
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ク
州
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陳
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活
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一
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八
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戦
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1
)
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戦
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2
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卜
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活
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3
)
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河
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ぐ
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ニ
ュ
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ヨ
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4
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の
政
治
期
境
の
変
化

日見
4 

H附

戸
以
上
本
号
)

北法;)7(1・68)同



反連rr，主主との悶い (1) 

第
節
一
八
年
戦
争
後
|
|
マ
デ
f
ノ
ン
の
第
七
日
年
次
数
百
と
辿
邦
再
生

(
1
)
マ
一
ア
ィ
ゾ
ン
政
権
の
謀
題

A
2
)
一
八
年
戦
争
後
の
内
陣
開
発
政
策
的
動
山

(
3
)
カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
阿
退
官
引
業

第
一
節
ボ
ー
ナ
ス
法
案
へ
の
道
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(
1
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一
八
年
戦
争
後
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ニ
コ
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ヨ
i
ク
州
の
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情
活
動

(
2
)
ボ
ー
ナ
ス

U
案
提
山
川
に
F

川
け
て

第
一
石
川
一
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
大
料
修
疋

(
1
)
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
提
山
と
カ
ル
ブ
1
ン
の
意
図

(
2
)
公
平
性
の
問
題

(
3
)
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
り
決

(
4
)
そ
の
他
の
審
ぷ

第
四
節
マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
の
位
否
権
発
動

第
阿
草
反
連
邦
字
義
と
の
闘
い

第
節
マ
デ
イ
ノ
ン
大
統
領
の
位
否
権
発
動
と
ニ
ユ
ヨ
ー
ク
叶
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動
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第
一
節
帽
刊
行
権
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1
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フ

1
シ
の
恨
パ
門
古

(
3
)
モ
ン
ロ
ー
の
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刊
行
佐

第
一
石
川
山
内
陸
開
党
政
策
と
ア
メ
リ
カ
ン
・
ン
ス
テ
ム

(
1
)
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
同
道
の
維
持
補
修
法
楽
に
対
す
る
拒
否
権
を
越
え
て

(
2
)
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ス
テ
ム

(
3
)
モ
ン
ロ
ー
政
権
よ
則
の
内
降
開
発
政
策
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終
章
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
動
揺

第

節

エ

リ

1
運
加
の
成
功
と
波
紋

第
一
節
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
へ
の
不
協
和
討

第
三
節
終
わ
り
に
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H附

序
章

研
究
視
角

州
市
一
日
山

問
題
の
所
在

台
衆
国
憲
法
の
起
前
者
で
あ
り
か
つ
第
四
代
大
統
領
で
あ
っ
た
ジ
ヱ

f
ム
ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン

(
」

m
w
E
2

〕

r
F
E
E
H戸

)

は
、
連
邦
憲
法
擁
護

論
を
展
開
し
た
一
連
の
論
f

止
(
三
、
与
色
気
主
主
)
の
巾
で
、
次
の
よ
う
な
有
名
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
「
そ
も
そ
も
政
府
と
は
い
っ
た
い

何
な
の
で
あ
ろ
う
か
c

そ
れ
こ
そ
、
人
間
性
に
対
す
る
長
ト
人
の
不
信
の
現
れ
で
な
く
し
て
何
で
あ
ろ
う
c

万
が
一
、
人
聞
が
大
使
で
で
も
あ

る
と
い
う
な
ら
ば
、
政
府
な
ど
も
と
よ
り
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
も
し
、
-
大
使
が
人
聞
を
統
治
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
政
府
に

対
す
る
外
部
か
ら
の
も
の
で
あ
れ
、
内
部
か
ら
の
も
の
で
あ
れ
、
制
御
な
と
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
コ

マ
デ

f
ソ
ン
は

の
共
和

国
を
統
合
す
る
川
家
権
力
機
関
の
削
造
(
合
衆
川
政
府
の
創
設
)
ー
と
い
う
稀
有
の
引
事
に
携
わ
る
一
卜
力
、
権
力
を
も
っ
者
の
腐
敗
を
強
く
す忠

誠
し
を
戒
し
た
c

政
府
権
力
の
暴
走
を
防
止
し
向
由
を
…
降
誕
す
る
た
め
に
、
政
府
部
内
の
権
力
を
三
部
門
に
明
碓
に
分
割
す
る
方
、
各
部

門
を
均
衡
さ
せ
か
つ
抑
制
さ
せ
る
制
度
的
防
御
措
置
を
講
じ
た
】
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
の
判
徴
の
一
つ
で
あ
る

】
そ
し
て
、
権
力

分
す
の
視
点
は
、
巾
央
政
府
と
州
政
府
と
い
う
二
重
、
土
梓
構
造
を
も
っ
連
邦
制
の
中
に
も
み
い
だ
さ
れ
る
。
白
山
川
の
擁
識
は
マ
テ
ィ
ソ
ン
に
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と
っ
て
生
挫
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
仁

ワ
ン
ン
ト
ン
政
権
発
足
後
、

マ
一
ず
ィ
ソ
シ
は
連
邦
下
院
議
口
(
七
八
九
九
七
作
)

を
務
め
る
こ
と
に
な
る
が
、

ハ
ミ
ル
ト
ン

(〉

Z
u
s
E号
=
P
E
L
E
P
)
財
務
長
官
の
財
政
政
策
に
反
対
し
て
、

フ
ェ

ア

フ

ス
ト守
政c;
権言
へ E
の百
批宰
判 2
を E
恰)

めと
てと
し、も
つ~ Iこ
た 2デ
「モ

そク

ト
マ
ス
・
ジ
ヱ
ブ
ア
ソ
ン

ラ
テ
ィ
ッ
ク
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
派
己

2
5
2
5。同
4
5一】
2
5
)
を
い
知
成
し
、

ア
ダ
ム
ス
政
権
期
に
人
る
と
、
外
凶
人
法
お
よ
び
治
安
法
へ
の
以
対
か
ら
、
こ
の
時
ヴ

7
i
ン
ニ
ア
州
の
州
下
院
議
員
で
あ
っ
た
マ

し
て
、

デ
ィ
ソ
ン
は
ヴ
ア

1
ジ
ニ
ア
決
議
(
〈
月
吉
田
己

ω
Z
2
0
-
E
5
5
お
E
E二
一
圧
と
E
H
E
H斗
出

E
E
S
〉
己
と
を
起
H
H
γ

す
る
に
至
る
つ
川
決
訟
は

連
邦
憲
法
に
対
す
る
碓
凶
と
し
た
1
4
持
を
表
明
し
つ
つ
も

フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
政
権
と
は
異
な
る
憲
法
解
釈
を
展
開
し
た
だ
け
で
な
く
、
州

政
府
が
連
邦
法
の
違
憲
無
効
を
立
一
三
門
で
き
る
と
い
う
法
解
釈
を
示
し
た
。
立
一
三
門
の
中
で
川
議
会
は
連
邦
政
府
権
限
を
「
諸
川
が
そ
の
当
事

の
結
果
と
し
て
、
協
約
を
構
成
す
る
文
書
の
明
白
な
意
味
と
意
阿
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
さ

者
で
あ
る
協
約

(2目
官
三

ら
に
、
協
約
に
列
挙
利
守
さ
れ
た
こ
と
で
認
叫
さ
れ
る
以
上
に
は
決
し
て
効
力
を
有
き
な
い
も
の
」
と
し
て
促
え
な
お
し
た
。
ま
た
、
竹
一
戸

は
「
連
邦
政
府
が
当
協
約
に
よ
っ
て
認
付
さ
れ
な
い
他
の
権
限
を
、
故
苦
悩
に
、
あ
か
ら
さ
ま
に
か
つ
危
険
に
行
使
す
る
場
合
、
協
約
の
山
町
I
事

反連rr，主主との悶い (1) 

者
で
あ
る
諸
川
は
、
そ
の
悪
行
の
進
展
を
阻
止
し
、
川
に
属
す
る
権
限
、
権
利
そ
し
て
白
山
を
、
そ
の
か
什
々
の
限
界
内
に
附
加
持
す
る
た
め
に
、

干
渉
す
る
権
利
と
義
務
が
あ
る
」
と
も
い
う
υ

こ
れ
ら
は
連
邦
強
化
古
0
ロ
ω
。一

-
E
Eロ
)
の
強
ま
り
に
反
対
し
て
州
、
土
植
を
基
擦
と
す
る
連

邦
制
を
擁
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
違
憲
な
連
邦
法
を
州
が
無
効
と
宣
言
す
る
権
利
を
訴
え
る
こ
と
で
連
邦
制
を
擁
護
す
る
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
決
議
は
ジ
ェ
ブ
ァ
ソ
ン
が
起
草
し
た
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
決
議
ー
と
並
ん
で
、
連
邦
制
を
再
定
義
す
る
も
の
と
な
っ
た
内
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連
邦
政
府
権
力
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
政
治
思
組
が
一
じ
九

0
年
代
に
変
節
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
研
党
者
の
聞
で
副

仙
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
&
ケ
、
〆
タ
グ
キ

l
両
決
議
は
、
連
邦
憲
法
の
厳
格
解
釈
論
、
州
権
論
の
ln典
と
な
っ
た
〈

一
八

0
0作
の
大
統
領
選
/
?
で
ジ
ェ
フ
ァ
ゾ
ン
が
大
統
領
に
就
任
す
る
と
、

デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
政
権
も
、
時
に
憲
法



日見

の
厳
格
解
釈
論
者
か
ら
激
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
c

ジ
L

フ
ァ
ソ
、
〆
政
権
一
期
国
最
大
の
外
交
成
果
で
あ
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
購
人
も
違
憲
の

疑
惑
を
免
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
訟
の
時
代
に
入
る
と
、
連
邦
権
限
を
め
ぐ
る
議
論
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
る

4 

H附

こ
と
に
な
っ
た
。
外
交
的
に
は
公
海
に
お
け
る
合
衆
国
の
巾
す
貿
易
を
脅
か
し
続
け
た
り
先
仏
と
の
緊
張
関
係
が
抜
き
差
し
な
ら
な
い
事
態
に

ま
で
発
展
し
、

つ
い
に
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
外
交
父
渉
を
あ
き
ら
め
戦
予
を
h
一
百
し
た
。
し
か
し
、
戦
苧
に
反
対
す
る
北
東
部

諸
州
の
フ
コ
デ
ラ
リ
ス
ト
派
は

一
八
一
四
年
一

一
月
に
コ
、
ネ
チ
カ

y
ト
州
で
ハ

l
ト
フ
ォ
ー
ド
会
議
を
刷
催

L
、
政
権
と
対
附
し
た
〔
そ

し
て
、
か
つ
て
デ
モ
ク
ラ
テ

f
ク
・
リ
パ
ブ
リ
カ
ン
派
の
マ
デ
ィ
ソ
ン
が
州
議
会
で
ヴ
ァ

1
ジ
ニ
ア
決
議
を
採
択
し
た
よ
う
に
、

フ
エ
「
ア
-
フ

リ
ス
ト
派
は
同
会
議
で
、
即
時
の
戦
争
終
結
を
安
求
す
る
と
と
も
に
連
邦
政
府
の
通
商
胤
制
、
民
日
〈
刀
円
集
惟
限
斗
J

を
制
限
す
る
憲
法
改
正
を

も
提
案
し
た
c

ミコ

t

L
オ
し

フ
エ
デ
ラ
リ
ス

T
派
か
ら
の
連
邦
法
の
違
憲
無
効
論
で
あ
り
か
つ
川
権
論
の
主
張
で
あ
っ
た
。
会
一
一
前
後
ほ
ど
な
く

し
て
一
八

二
年
戦
争
が
終
結
し
た
こ
と
で
、
阿
川
此
一
誌
の
政
治
的
意
義
は
品
侍
れ
て
し
ま
う
が
、
連
邦
権
力
の
拡
大
に
以
対
す
る
州
権
論
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
利
害
と
結
び
つ
き
合
衆
国
内
で
強
凶
な
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

つ
と
な
っ
て
い
た
っ

反
連
邦
王
表

(
釦
ロ
ロ

P
ュ
ミ
巳
E
旨
)

お
よ
び
州
権
論
の
噴
出
は
必
ず
し
も
新
し
い
政
治
的
現
象
で
は
な
い
っ
と
い
う
の
も
、
連
邦
憲
法
批
准
論
争
で
、
連

邦
の
結
び
つ
き
を
強
め
強
固
な
統
一
一
同
一
家
組
織
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
フ
よ
デ
ラ
リ
ス
ツ

(吋

E
2お一
-ω

件

以

)

が
推
進
す
る
連
邦
憲
法
案
に
対

し
て
、
共
和
国
と
し
て
の
州
の
、
土
権
を
保
全
し
緩
や
か
な
連
邦
国
家
組
織
を
擁
議
す
る
立
場
か
ら
連
邦
憲
法
案
の
制
定
に
反
対
し
た
ア
ン

テ
ィ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ツ

(
〉
ロ
「
戸
町
巾
岳
山
Hip-】

ω
E
)
は
中
l
時
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
同
内
を
7
ェ
デ
ラ
リ
ス
ツ
と
分
す
る
勢
い
だ
っ
た
。
た
だ
、

ア
ン
テ
ィ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ツ
の
中
で
ど
の
程
度
国
家
統
合
に
反
対
す
る
の
か
と
い
う
見
解
が
律
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
政
治
的
集
川
と

し
て
は
フ
コ
デ
ラ
リ
ス
ツ
に
比
べ
ま
と
ま
り
が
な
か
ワ
た
c

そ
れ
で
も
各
川
の
連
邦
憲
法
批
准
状
況
を
振
り
返
る
と
、
多
く
の
川
は
偉
差
で

憲
法
を
批
刑
し
て
お
り
、
批
准
し
た
場
合
で
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ギ
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
の
よ
う
に
、
権
利
の
章
典
を
利
加
す
る
と
の
条
刊

圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
υ

ア
ン
テ
ィ
・
ブ
エ
デ

付
で
批
消
し
た
場
合
も
あ
り
、
連
邦
憲
法
体
制
は
制
定
時
、
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ラ
リ
ス

y
の
田
川
相
心
的
伝
統
は
、

ア
メ
リ
カ
政
治
に
脈
々
と
波
打
っ
て
い
る
の

ア
ン
テ
ィ
・
ブ
エ
デ
ラ
リ
ス
ム
は
、
連
邦
憲
法
制
定
徒
も
反
連

邦
主
義
(
，
了
表
通
り
に
い
え
ば
連
邦
に
対
す
る
反
対
と
な
る
が
、

ア
メ
リ
カ
の
場
令
、
連
邦
、
土
義
の
徹
庭
を
王
張
す
る
反
中
央
集
権
問
家
土

義
で
あ
り
反
連
邦
強
化
主
義
)
と
し
て
、
ま
た
州
権
論
と
し
て
受
け
析
が
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、

ア
メ
リ
カ
の
川
家
組
織
そ
の
も
の
が
統

一
一
川
家
的
な
要
ぷ
ー
と
連
邦
的
な
要
一
点
の
複
ム
門
休
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
邦
政
策
は
連
邦
強
化
の
占
山
牲
と
川
主
権
の
方
向
性
と
い
う
二
つ
の

相
反
す
る
ベ
ク
ト
ル
の
間
で
揺
れ
動
く
こ
と
に
な
る
c
そ
れ
は
、
連
邦
憲
法
起
草
者
で
あ
る
マ
デ
ィ
ソ
ン
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

マ
デ
ィ
ソ
、
〆
大
統
領
は
八
年
間
の
政
権
担
当
時
代
に
ψ
l
時
の
大
統
領
と
し
て
は
最
多
の
七
仙
の
拒
，
合
格
を
発
動
し
た
っ

マ
デ
ィ
ソ
ン
の

拒
合
格
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
一
つ
の
法
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
は
一
八
一
烹
年
一
月
の
第
一
次
合
衆
同
銀
行

設
す
法
案
に
対
す
る
但
T
h

川
権
。
そ
し
て
、
も
う

~~ 

が

一
八
一
ヒ
年
二
月
の
ボ
ー
ナ
ス
法
案
(
内
陸
開
発
法
索
)
に
刻
す
る
拒
ヴ
権
で
あ
っ

た
の
と
は
い
え
、
前
者
の
第
一
一
次
合
衆
国
銀
行
に
悶
し
て
は
、

一
年
ー
戦
争
後
に
経
済
復
興
の
必
要
性
か
ら
マ
デ
ィ
ソ
ン
は
政
策
方
針

;¥、

を
転
換
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
八
一
ハ
午
に
第
二
次
合
衆
国
銀
行
は
一
心
年
の
期
限
付
き
で
設
げ
さ
れ
た
。

方、

ボ
ー
ナ
ス
法
案
は
、
連

邦
法
と
し
て
は
初
め
て
上
下
両
院
を
通
過
し
た
内
陸
開
発
法
案
で
あ
っ
た
が
、
違
憲
と
の
判
断
か
ら
マ
デ
ィ
ソ
ン
が
拒
台
権
を
発
動
し
た
こ

と
で
、
連
邦
資
金
に
よ
る
囲
内
v

父
通
網
の
開
発
構
想
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
じ

反連rr，主主との悶い (1) 

と
こ
ろ
で
、
広
大
な
領
土
を
抱
え
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
父
通
湘
開
発
の
必
要
件
は
、
建
国
当
初
か
ら
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
υ

し
か
し
、

交
通
網
は
都
市
部
と
大
山
洋
治
山
地
域
に
限
ら
れ
、
連
邦
制
が
障
百
と
な
っ
て
州
を
越
え
て
各
地
を
結
ぶ
体
系
的
な
交
通
網
は
よ
禿
rき
で

あ
っ
た
。
連
邦
政
府
が
体
系
的
な
内
陸
開
発
政
策
を
支
施
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
初
期
ア
メ
リ
カ
政
治
に
お
け
る
大
下
点
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
c

こ
の
論
予
の
中
で
マ
デ
イ
ソ
ン
が
発
し
た
ボ
ー
ナ
ス
法
案
に
対
す
る
炉
芹
権
は
、
現
行
憲
法
の
中
で
連
邦
政
府
に
刷
発
権

限
が
軒
く
注
憲
で
あ
る
と
表
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
c

マ
デ

f
ソ
ン
の
窓
側
は
、
州
権
人
嗣
へ
の
回
帰
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
が
、
政

治
的
な
文
脈
と
い
う
占
山
で
見
れ
は
、
連
邦
政
府
の
開
発
梓
限
を
'
疋
義
す
る
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
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日見

そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
ム
門
衆
国
の
内
障
開
発
(
】
三
2
コ
ω
一-
E
言
。
〈
O
E
O
-
戸
け
)
|
|
交
通
湘
の
開
発
・
整
備
事
業
は
、
民
間
、
州
政
府
も
含
め

た
地
方
政
府
だ
け
で
な
く
、
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
も
担
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
連
邦
政
府
に
よ
る
開
発
政
策
に
対
し
で
は
書
に
憲
法
問
題

4 

H附

が
付
き
ま
と
っ
た

J

と
い
う
の
も
、

七
八
八
午
に
批
准
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
川
憲
法
の
第
一
条
八
節
は
、
連
邦
議
会
権
限
を
規
ど
す
る
。

そ
こ
で
は
連
邦
議
会
の
権
限
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
連
邦
政
府
の
管
柏
村
領
域
と
し
て
、
税
令
、
凶
債
党
行
、
通
商
規
制
、
貨
幣
の
鋳
迭
と
度

景
衡
の
標
準
設
定
、
郵
便
制
度
、
裁
判
所
の
設
煮
汁
軍
隊
の
維
持
と
い
っ
た
こ
と
を
列
挙
し
、

回収
刊
慨
に
、
憲
法
上
「
必
要
か
っ
し
且
切
な
す
べ

て
の
法
律
を
制
定
す
る
」
権
限
が
利
加
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
の
条
修
正
は
、
連
邦
政
府
に
利
与
さ
れ
て
い
な
い
権
限
は
州
お
よ
び

何
人
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
連
邦
憲
法
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
は
、
連
邦
政
府
の
政
策
制
域
を
胤
{
疋
す
る
だ
け
で
な
く
、
連
邦
制
の
憐

迭
に
か
か
わ
ワ
て
く
る
。
連
邦
政
府
の
開
発
権
限
に
関
し
て
い
え
ば
、
憲
法
上
問
時
な
川
尻
定
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、

ヒ
ie 

。
年
代
の
沿
湾
整
備
、

一
八
口
『
ハ
干
の
カ
、
〆
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
建
設
法
、
郵
便
道
路
の
整
備
等
、
連
邦
政
府
に
よ
る
『
父
通
政
取
は
J
h
実
に
実

施
さ
れ
て
き
た
コ

カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
川
道
の
構
想
に
淡
く
か
か
わ
っ
た
ン
ェ
フ
ァ
ソ
ン
政
権
の
財
務
長
官
ア
ル
パ

1
ト
・
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン

(
〉
-
一〕
21斤

(
U
-
Eロ
戸
)

は
連
邦
卜
院
の
求
め
に
応
じ
て
、

一
八

C
八
汗
に
現
行
の
連
邦
憲
法
の
範
凶
内
で
叶
能
な
内
際
開
発
計
附
を
提
言
す

る
「
道
路
と
運
河
に
闘
す
る
報
生
日
書
一
を
提
出
し
た
c

そ
の
、
川
Ti
で、

ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
は
先
進
阿
と
比
べ
合
衆
国
に
お
い
て
交
通
路
の
開
発

が
進
ま
な
い
県
出
を
、
開
発
資
金
不
足
、
人
口
と
比
し
て
広
大
な
鋲
ー
に
あ
る
と
分
析
し
た
「
ま
た
、
合
衆
国
で
は
ト
八
丙
洋
沿
山
片
地
域
を
除

い
て
は
、
出
餅
を
短
縮
す
る
通
商
路
が
閑
禿
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
開
発
事
業
が
単
発
で
行
わ
れ
相
丘
連
関
性
を
持
た
な
い
た
め
、
各

間
売
事
業
の
付
加
価
値
は
小
さ
く
収
益
も
向
上
し
な
い
と
い
う
問
問
点
を
指
摘
し
た
っ
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
収
続
性
の
侭
い
開
発
事
業
を

進
め
ら
れ
る
の
は
、
幽
戸
田
な
資
金
を
も
ち
か
っ
合
衆
回
全
体
に
権
限
が
及
ぶ
述
邦
政
肘
の
み
で
あ
る
と
報
告
書
は
結
論
付
け
た
仁
な
お
、
困

内
交
通
網
が
発
注
す
れ
ば
、
通
商
お
よ
び
人
的
父
流
が
促
進
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
「
対
外
的
に
は
独
I
J
1
7

乞
、
判
内
に
対
し
で
は
平
和
と
白
山

を
保
障
す
る
連
邦
を
こ
れ
ほ
ど
効
来
的
に
強
化
し
か
っ
永
続
さ
せ
る
も
の
は
あ
り
え
な
い
」
と
述
べ
、
連
邦
強
化
の
重
要
性
も
合
わ
せ
て
論
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じ
て
い
た
c

同
報
件
書
は
、
ト
不
足
で
全
凶
的
な
交
通
網
を
整
備
す
る
た
め
の
刷
発
計
画
を
総
副
一
一

c
c
o
hド
ル
の
費
用
見
積
も
り
と
と

も
に
提
示
し
た
っ
こ
の
「
道
路
と
選
、
川
に
関
す
る
報
告
書
」
は
、
連
邦
政
府
が
初
め
て
公
式
に
党
表
し
た
同
家
的
な
開
発
副
阿
で
あ
り
、

の
後
の
連
邦
政
府
の
内
陸
開
発
政
策
に
多
大
な
影
響
を
及
し
た
。

連
邦
政
府
に
よ
る
刷
発
問
題
は
、
民
間
資
本
が
未
発
達
で
財
政
茶
盤
の
弱
い
地
域
ゃ
、
新
川
尻
加
閉
山
川
な
ら
び
に
準
川
だ
け
で
な
く
、
内
陸

部
に
広
大
な
後
背
地
を
抱
え
る
ペ
ン
シ
ル
ヴ
よ
ニ
ア
州
ヤ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
も
侃
'
闘
係
で
は
な
か
っ
た
の
そ
の
方
、
州
内
の
交

通
州
刑
の
整
備
が
進
ん
で
い
た
ニ
コ

1
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
諸
州
で
は
、
交
通
路
の
出
発
問
題
は
州
管
轄
の
課
題
で
あ
る
と
の
考
え

h
が
強
か
っ

た
。
連
邦
政
府
に
よ
る
開
発
政
策
が
本
格
化
す
る
の
は
、

一
八
二
年
内
争
後
の
時
代
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は
一
八
一
口
年
代
の
ア
メ
リ
カ

ン
・
シ
ス
テ
ム

(
ア
メ
リ
カ
体
制
)

の
議
論
の
中
で
も
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
登
場
し
た
。

ヘ
ン
リ

l
・
ク
レ
イ

(
2
5
コ
己
主
)
が
提
唱
し
た
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
連
邦
政
府
の
助
力
に
よ
っ
て
同
内
経
済
の
白
守
的
発

展
を

U
指
す
も
の
で
、
日
ハ
体
的
に
は
、
大
西
洋
沿
岸
化
部
だ
け
で
な
く
巾
部
を
含
む
出
い
草
昧
で
の
東
部
の
製
造
業
、
丙
部
な
ら
び
に
南
部

の
農
業
と
い
う
地
域
の
崖
業
制
昨
を
生
か
し
た
川
内
分
業
を
前
提
に
、
外
川
に
依
存
し
な
い
同
内
経
済
休
制
の
発
展
を
非
主
す
る
も
の
だ
っ

反連rr，主主との悶い (1) 

た
c

こ
の
経
済
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
保
護
関
税
に
よ
る
製
造
装
の
振
興
、
川
際
通
商
を
活
発
化
す
る
た
め
の
合
衆
国
銀
行
に
よ
る

迫
貨
の
安
心
供
給
、
そ
し
て
、
判
内
市
場
を
結
ぶ
通
崎
綱
と
な
る
同
内
交
通
網
の
整
備
、
と
い
っ
た
政
策
が
追
求
さ
れ
た
の
ア
メ
リ
カ
ン
・

シ
ス
テ
ム
と
結
び
つ
い
た
こ
と
で

八
一
心
年
代
以
降
連
邦
政
府
に
よ
る
囲
内
の
内
陣
開
発
ポ
業
に
対
す
る
助
成
政
策
が
活
発
化
し
た
。

し
か
し
、
州
権
論
は
一
向
に
衰
え
な
か
っ
た
は
か
り
か
、
連
邦
制
度
の
巾
で
、
連
邦
政
策
へ
の
不
満
が
一
部
の
州
の
急
進
化
を
招
く
結
果
に

か
つ
て
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
政
策
の
積
極
的
支
持
者
で
あ
り
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
に
厄
下
付
さ
れ
た
ボ

l
ナ

一
八
一
一
口
年
代
末
に
保
護
関
税
法
へ
の
反
発
か

も
な
っ
た
仁
こ
の
時
、

山。
一三
戸
門
町
三
一
石
三
戸
)
カミ

ス
法
案
の
起
草
者
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ン

C
・
カ
ル
ブ

l
ン

ら
連
邦
法
を
州
の
立
場
か
ら
連
憲
証
効
と
'
日
一
言
す
る
県
論
を
展
開
し
、
地
元
で
あ
る
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
を
慕
鮮
と
す
る
反
連
邦
正
義
の z c 
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日見

周
論
的
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
皮
肉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
連
邦
法
の
，
h
u
{
疋
が
ア
メ
リ
カ
連
邦
体
制
の
百
定
、
す
な
わ
ち
連
邦
か

ら
の
離
脱
に
同
か
う
南
北
戦
争
に
ム
土
る
ま
で
に
は
、

さ
ら
に
こ
の
汗
弱
の
年
月
と
、
奴
隷
制
度
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
聞
の
政
治
的
社
会
的

4 

H附

か
つ
経
済
的
な
対
!
止
の
蓄
積
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
つ

本
一
柄
は
、
ジ
ェ

7

7
ソ
ン
政
権
末
期
か
ら
モ
ン
ロ
ー
政
権
に
至
る
連
邦
政
府
の
内
陸
開
発
政
策
山
士
を
扱
っ
て
い
る
。
以
上
で
概
観
し
て
き

た
よ
う
に
、
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
政
策
は
連
邦
権
限
を
め
ぐ
る
連
邦
憲
法
問
題
と
常
に
か
か
わ
っ
て
き
た
の
し
か
し
、
そ
の
一
み
で

現
実
に
は
州
境
を
越
え
た
交
通
網
の
開
発
の
た
め
に
連
邦
助
成
を
求
め
る
請
願
や
連
邦
政
府
主
導
の
開
発
政
策
要
請
は
、
と
り
わ
け
民
間
の

資
本
蓄
積
が
十
分
に
発
注
し
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
強
く
認
識
き
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
土
張
の
最
た
る
も
の
が
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
「
道

路
と
運
河
に
関
す
る
械
止
門
斉
一
で
あ
り

八
二

0
年
代
に
脚
光
を
浴
び
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
諭
で
あ
ワ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
連

邦
政
府
の
政
治
経
消
的
資
源
を
活
用
す
る
連
邦
政
策
は
、
単
純
に
憲
法
問
題
に
還
元
で
き
な
い
政
治
的
問
題
を
内
包
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

先
述
し
た
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
制
定
時
か
ら
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
休
制
、
す
な
わ
ち
国
家
像
を
め
ぐ
る
相
退
が
根
底
に
く
す
ぶ
り
続
け

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
内
陸
開
発
政
策
を
め
ぐ
る
攻
防
は
、
連
邦
助
成
を
め
ぐ
る
諸
州
聞
の
競
合
お
よ
び
対
!
止
で
あ
る
と
同
時

に
、
中
央
政
i

肘
と
州
政
府
と
の
管
轄
権
を
め
ぐ
る
競
合
で
も
あ
っ
た
仁
連
邦
政
府
の
内
酔
開
発
政
浪
の
民
酬
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
は
、

州
主
権
に
机
ぎ
す
国
家
的
な
統
合
政
策
へ
の
批
判
(
反
連
邦
主
義
)
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

そ
の
粘
果
と
し
て
、

ア
メ
リ

カ
連
邦
制
の
政
治
的
特
性
を
考
ム
祭
す
る
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

(
1
)
第
五
一
篇
よ
り
引
刷
、
斉
藤
長
・
武
則
忠
見
以

a
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
-
(
福
村
山
版
、
一
九
九
刊
)
、
一
台
川
氏
。

(
2
)
デ
モ
ク
ラ
テ
イ
ソ
ク
・
リ
パ
ブ
リ
カ
シ

J

恨
の
結
成
に
よ
り
、
政
権
克
と
そ
の
灯
党
と
い
う
初
期
政
党
政
治
に
類
す
る
も
の
が
誕
ヰ
す
る
の
使

北法;)7(1'76)76



反連rr，主主との悶い (1) 

{
門
卜
、
第
次
政
党
側
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
近
代
政
党
制
と
は
異
な
る
と
い
う
型
肝
が
政
治
学
者
の
聞
で
も
杯
史
了
者
の
聞
で
も
一

般
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
代
の
正
当
性
に
関
し
て
政
党
以
前
の
時
代

(
J
-
c
.
、
ン
ル
ビ

1
て
あ
る
い
は
原
始
5
2
5
)
政
党

(
J
-

R

ン

ャ

l
ブ
)
と
い
う
名
称
を
与
え
る
動
き
も
あ
る
c

」
。
E
Z
巴
-
Z
F
4
2
自
民
2
2
2
己
百
吾
土
庁
内
E
2
2
0
同
E
三
日
F
E
E
-
o
口
言

問
戸
ち
P
2
0
己
目
何
M
H
O
百
戸
〔
F
m
O
」
[
出
。
口
内
出
F
P
ロ
己
目
。
d
ν
2
5
戸
E
O
(
ユエ
2
ロ
ロ
戸
2
戸
ぺ
J
「
F
O
同
ド
宍
一
戸
口
{
弘
司
m
w
=
c
h
k
J
】
U
E
ド
n
p
口
町
ω
門
戸
の
F
H
叶
む
(
)
叫
{
)
{
)
(
)
予
」
ロ
F
出
巳
宍
グ

三
ど
定
-
E
叫
君
主
ミ
H
E
F
G
H
M
X
W
丘
町
吉
田
Z
E
H
H
N
t沼
化

3
3
w
N
で
ミ
雪
ω
さ
え
円
。
5
5
2
5
一
γ
斗
孟
(
エ
c
c
-
F
「
/
~
1
6
%
〈
弓
t
J
τ
2
J
ω
-
U
坦
∞
)
三
〕

ω
一中

E

E

回

目

E

U

L

3

5

5

2

E

E

可
E

Z

雪
Z
H
n
p
F
?ノ
5

5

1

5

5

(

Z

E

F

s

g
片

E
4
0
2
c
p
の
2
5
5
)

(
3
)
γ
η
T
Z
F
戸
r
c
d
勾
空
-
一

h
a
g
ヨ
ミ
お
〔
泣
き
こ
=
コ
内
刊
誌
古
(
Z
古
4

イ
G
「
r
-
L
Z
コ
三
j
v
n
-
5
2
2
0
『
芸
々
ゴ
=
】
才
色
印
E
Z
F
-
坦
坦
坦
)
七
℃
印
∞
中
坦
]

ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
政
権
の
治
安
法
と
外
人
訟
の
違
念
熱
効
を
必
え
る
た
め
、
ケ
ン
タ
ソ
ヰ

l
決
訴
は
、
ン
ェ
フ
ァ
ソ
ン
に
よ
っ
て
、
ま
た
ヴ
ァ

l

ン
ニ
ア
決
一
読
は
マ
デ
ィ
ソ
ン
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
州
で
採
択
さ
れ
た
ο
山
川
決
議
と
も
、
連
邦
窓
法
は
諸
州
出
の
協
約
(
2
2
F
E
〔
乙

で
あ
り
、
連
邦
政
府
の
権
限
は
こ
の
協
約
に
規
屯
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
定
き
れ
る
こ
と
、
ま
た
協
約
の
当
事
占
で
あ
る
州
は
憲
法
の
解
釈
権

を
も
つ
こ
と
が
上
娠
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ケ
シ
タ

y
キ
決
議
よ
り
は
連
邦
芯
法
の
起
草
告
で
あ
る
マ
デ
ィ
ノ
ン
が
起
り
し
た
ウ

7
1
ジ
ニ

ア
決
議
の
方
が
穏
や
か
な
内
科
だ
っ
た
。
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
決
ぷ
で
は
「
辿
邦
憲
法
な
ら
び
に
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
憲
法
を
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
侵
中
け

か
ら
桝
護
し
維
持
す
る
た
め
に
」
と
い
、
つ
士
匂
や
一
諸
州
の
述
人
門
へ
の
隠
か
い
愛
情
」
(
ω
f
R
宮
山
E
各
自
E
Z
o
E
】
口
C
E
E
C
h
F
。
出
E
E
M
)

と
い
っ
た
文
句
が
あ
り
、
ア
ダ
ム
ズ
政
出
併
の
政
策
に
対
す
る
抗
議
で
は
あ
っ
て
も
連
邦
を
解
体
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
ご
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
決
議
は
、
そ
の
後
叶
権
論
の
論
拠
と
し
て
引
一
証
さ
れ
、
一
八
一
今
口
利
代
の
無
効
官
百
(
ロ
に
=
5
2
5
ロ
)

論
へ
と
党
民
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
阿
巾
長
夫

『
ア
メ
リ
カ
法
(
上
)
'

(
東
京
大
学
出
版
会
、
九
六
八
年
」
一
一
一
一
有
買
ο
d
z
p

o
同
門
古
今
R
2
】
門
戸
の
「
内
〈
再
巾
ω
旦
戸
己
。
ロ
タ
ョ
一
孟
E
i
H
i
-
-
-
口
一
τ
己
命
力
E
F
J
~
E
Cき
n
h
ω
」
町
、
司
ー
、
3
2
ω
三
、
コ
N
p
s
h
ω
(
Z作
者

JROド}ハ「ド
σ円
ω
-
1
4
~
n
-
μ
ω
E
η
ω
。
同
己
足
戸
一
口
戸
定
。

出
-
E
E
F
H
G
小
山
ム
)
一
ロ
ロ
ム
b
c
m
p
z
J
J
H
ぬ
ド
ロ
ド
俗
図
。
目
。
ヶ
ド
「
ド
O
ロ
m
b
J
r
F
山
口
戸
同
戸
市
山
「
「
F
η
〉
ー
に
の
同
戸
山
口
込
山
η
込
H
E
O
M
H
K
J
r
n
「
問
一
一
一
回
ω
」
広
三
?
の
ユ
い
い
「
へ
恥
(
日
H
匂
ご
い
ご
〕
寸
コ
乞
い
ご
h
F
℃
℃

日
∞
泊
三
マ
ー
シ
ャ
ル
・
コ
}
期
的
連
邦
権
限
の
鉱
大
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
参
考
に
な
る
。
沢
笠
紅
治
「
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
連
邦
制
の
党
民
」

『南
山
法
学
-
第一

O
巻
一
了
川
号
(
九
九
七
年
)
七

O

九
九
向
(
{

(
4
)
p
w
r
c
d
弓
手
呂
迂
百
日
∞
坦

(
5
)
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
思
惣
的
変
節
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
代
表
的
な
も
の
は
政
敏
ジ
ョ
ン
・
ア
ダ
ム
ズ
の
子
ジ
ョ
ン
・

Q

ア
ダ
ム
ズ
の
骨

孫
に
あ
た
る
ヘ
ン
リ

1
・
ア
ダ
ム
ズ
が
告
し
た

『
ア
メ
リ
カ
台
衆
同
史
L

(

一
八
八
九
九
一
年
)
が
有
名
で
あ
る
。
最
泣
の
も
の
で
は
、
シ
ャ
ツ
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日見
4 

H附

ク
・
レ
イ
コ
ブ

副本
山
本
の
意
味
迎
邦
憲
法
制
定
に
お
け
る
政
治
と
思
想
h
が
あ
る
ご
レ
イ
コ
プ
は
マ
デ
f
ソ
シ
が
政
治
状
況
の
変
化
に
柔
軟

に
対
処
し
て
い
た
と
い
う
見
方
を
一
不
す
。
一
方
、
マ
デ
ィ
ソ
シ
の
共
和
主
義
お
よ
び
山
出
キ
義
の
一
貫
性
を
指
摘
す
る
の
は
、
マ
デ
イ
ノ
ン
の

伝
記
の
中
で
も
最
も
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
と
評
さ
れ
る
ラ
ル
フ
ケ
ッ
チ
ャ
ム
の

J
ン
エ
イ
ム
ズ
マ
デ
ィ
ソ
ン
|
|
伝
記
¥

ま
た
:
ン
ヱ
ブ
7

ソ
ン
研
究
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
一
ブ
ン
ス
・
パ
ニ
ン
グ

E

聖
な
る
川
山
の
灯
火
|
|
ン
ヱ
イ
ム
ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
と
連
邦
共
和
凶
の
創
設
-

が
あ
る
。
員
併
の
リ
一
場
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
例
え
ば
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
向
由
を
姥
或
す
る
と
い
う
政
F
山
信
条
は
詰
遍
な
が
ら
、
そ
の
政

治
的
判
断
が
揺
れ
動
い
て
い
た
と
指
摘
す
る
う
ッ
チ
ャ
ム
の
場
合
、
政
治
家
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
政
治
的
柔
軟
性
を
変
節
、
と
し
て
捉
え
て
は
い
な
い
っ

思
想
的
一
直
性
を
強
嗣
す
る
論
者
も
多
か
れ
少
な
か
れ
、
マ
デ
イ
ソ
ン
の
政
治
的
判
断
を
Y

内
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
-
-
2
3
孟
言
}
F
E
S
J

ミ
Z
G
〔

S
F
E
K
同
町
民
h
h
E
~
¥
与
さ
ミ
式
会
に
ご
コ
去
、
p
n
与
え
さ
S
E
E
E
2
ミ
旨
さ
2
5
E
Z
Q
W
H
(
Z
2
r
阿

O
F
「
』
-
2
E
V
2
2己
2
。
日
長
。
ケ
己
主
巴
E
2

5
2
3
一
』
信
長
Z
月
号
2
P
P
4
H
E
』
戸
?
と
え
お
宮
、
己
主
主
主
主
』
5
2
2
号
、

gp宮
w
H
民
主
主
宅
内
ミ
乏
号
号
室
(
Z
F
J
r
J
J
三
〆
〉
-
E
-
ユ
〉
同
門
戸
〔
)
]
》
「
一
日
3
3斗
)

E
-
h
u
F
}
広
三
百
戸
L

『

E
E
己
主
E
三
与
町
村
c
h
v毛
布
才

(
n
F
R
-
E
Z
Z
-
-
K
「
一
E
2
2
5
切
で
2
自
主
5
2
5
F
H
U
ご
)
「
自
の
今
回
目
E
ロ
ロ
ご
尽
v
V
Q
R
4
K
E
V
G

ミ
h
H
F
5
PF
O
E
)
f
d
R
h
止
さ
?
門
町
、
さ
己
室
長
言
内
c
q
-
w
d
h
、
早
号
、
旦
旬
、
』
吉
Z
R
(
円
「
E
E
h
ミ
ロ
ュ
=
↓
E
2
2
H
C
P
S
P
E
C
m
)
こ
の
向
者
の
中
間
的
斗

坊
と
し
て
は
、
サ
ウ
ル
コ

l
ネ
ル

ぷ
、
の
他
の
廷
凶
の
父
相
た
ち
|
|
以
辿
邦
十
五
と
ア
メ
リ
カ
の
異
な
る
伝
統
、
一
七
八
八
八

八
年
二
ロ
パ
!
?
ア
レ
ン
・
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド

『大
統
領
、
ン
工
イ
ム
ズ
マ
テ
ィ
ソ
、
ど

が

あ

る

コ

i
ネ
ル
は
、
国
民
を
バ
ラ
バ
ラ
に
す

る
恐
れ
の
あ
る
求
心
的
な
力
と
還
心
的
な
力
と
い
う
二
つ
の
引
力
の
中
聞
を
模
索
し
た
の
が
マ
デ
ィ
ソ
〆
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
政
界
引

退
筏
辿
邦
窓
法
制
定
会
議
の
議
事
録
を
出
版
し
た
マ
ヂ
イ
ソ
ン
の
舟
山
川
刊
を
分
析
し
た
ド
リ
ュ
・
マ
ァ
コ
イ
J
収
後
の
父
組
|
|
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
と
共
和
凶
の
喧
産
'
は
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
が
連
邦
窓
法
の
本
来
の
意
味
を
伝
え
よ
う
と
原
理
義
的
に
な
っ
て
い
く
思
想
的
帆

跡
を
川
念
に
分
析
し
て
い
る
c
r
E
n
o
-
-
-
叫

4
E
C
E
雪
之
g
z
h
Z
L
E
F
A
ミ
Q
N
H
S
除
号
、
5
2
2
W
3
4
守
主
主
主
主

bZ尽
き
お
も
~
1
E

H句喝し山花(25HYF-H{
亡-↓
z
o
C
Z
〈
2
2
7
~
o
h
z
o
円
「
z
n
R
o
-
E
戸
つ
月
主
一
H
G
U
C
)
や
℃
日
仏
山
。
口
古
垣
間
宮
内
円
。
ァ
コ
て
F
2
h
R
七
九
雪
「
ミ
?
)
2
T
さ
三

ミaAM旬。相同年吋ミミ完旬、足。~同町内相三戸句、高GRU(Zmw当

J
、
c
-
r
h
z
ヨ
σ
-
-
巳
ぬ
命
己
コ
-
〈
弓
「
2
3
~
τ
司
々
的
印
]
匂
∞
中
」
唱
え
c
σ
勾
「
〉
)
一
弓
=
一
万
=
門
一
戸
コ
午
、
~
、
芯
で
可
。
一
切
同
九
九
芯
〔
け
い
可
。
」

一F
S
E
J向
E
Z
Z
(
F
E
-
-
E
の
2
の
ρ一日同E内Eωロωロω口ロE-マZη円2羽戸ご「ζv【司》イ円=にE羽2ω2(三)L日円問討内rm

分
析
し
た
口
木
宣
需
m
A
品
川
?
d
え
人
と
し
ご
は
、
五

l
山嵐風式ム十L

「多杢一元t
的
い
民
民
主
+
我
執
の
起
源
|
|
ジ
工
イ
ム
式
目
7
~
デ
ア
イ
ソ
ン
の
政
仏
治
恒
宮
図
己
指
刷
惣
心
」

1

ア
メ
リ
カ

の
建
凶
』

(
東
京
ト
λ八
学
出
版
ム
会
罰
、
一
九
八
川
年
)
が
あ
る
論
稿
は
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
多
元
、
一
干
表
的
I
b
向
が
、
少
数
派
の
信
教
の
白
出
の
桝
よ

と
い
、

7川
ら
の
体
験
に
恨
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
と
分
析
す
る
。

北法;)7(1'78)78



(
6
)
品
開
国
久
代
一
ジ
ェ
フ
7

ソ
ン
政
権
に
お
け
る
内
陸
開
発
の
諸
問
題
二
)
」

『北
大
法
学
論
集
』
第
凶
七
巻
第
一
〕
勺

(γ
成
八
年
)
、
九
五

五
五
頁
。

(
7
)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
辿
邦
憲
法
批
准
会
議
に
う
い
て
は
以
下
参
脳
c

「

E
E
P
E
円
己
主
E巧
叫

4
E
F
一
宣
言
Z
E
~
~
号
手
足
}
、
ミ
守
日
刊
号
室
弘

h
n
d

ミ
ー
ミ
ヘ
マ
さ
に
(
)
ミ
さ
、
E
N
G
エ
(
円
F
Y
m
戸
の
戸
円
。
コ
弓
=
C
M
H
Z
~
の
円
以
戸
空
つ
円
。
M
m
f
H
C
O
O
)

(
8
)
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
同
務
包
杭
(
斎
藤
民
・
一
見
円
孝
彦
聡
修
)
『ア
メ
リ
カ
村
史
統
計
全
一
巻
』
(
原
宣
房
、
一
九
八
六
刊
)
第
一
党
片
一
つ
八
一

R
。

(
9
)
旬
、
~
ざ
と
ミ
与
ぬ
h
R
S
E
コ
ミ
与
ぬ
叶
さ
E
ピ
守
主
与
ぬ
同
ロ
ミ
ミ
~
ミ
可
ロ
Z
F
h
」

F
k
h
p
恥

(
c
s
n
h
p
(
項
目
町
田
口
吾
O

ロ
同
門
戸
1
5
H
H
E
E
o
口
百
円
ビ
ー
ド
ロ
戸
口
巳
丘

Z
々
J
4
4
0

ユハ
h
r
z
宮
】
お
門
戸
】

Z
7
{

問
主
]
々
可

-
3
♂
m
w
)

芯

七

町

∞

(
凶
)
ク
レ
イ
が
段
初
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ン
ス
テ
ム
と
い
う
言
H

惟
引
を
刷
い
た
の
は
、

一
八
一
心
年
主
片
口
口
の
卜
院
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

第
二
節

先
行
研
究
と
問
題
の
射
程
範
圃

一
九
刊
紀
の
第
1
川

T
世
紀
に
お
け
る
反
連
邦
王
義
研
究
は
、
経
済
克
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
国
民
経
済
の
形
成
を
阻
害
す
る
セ
ク
、
ン
ヨ

反連rr，主主との悶い (1) 

ナ
リ
ズ
ム
(
地
域
主
義
)
の
問
題
で
あ
り
、
政
治
史
的
観
点
か
ら
川
見
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
民
主
王
衰
の
一
側
而
、
州
権
論
で
あ
り
か
つ
セ
ク
シ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
の
台
頑
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
-
以
連
邦
、
r
エ
義
は
科
白
川
に
よ
っ
て
様
々
な
捉
え
方
が
あ
り
う
る
。
こ
の
反
連
邦
主
義
思
想
の
史
的

展
開
を
連
邦
憲
法
制
定
期
か
ら
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
領
就
任
以
前
ま
で
の
時
代
で
包
括
的
に
論
じ
た
、
サ
ウ
ル
・
コ

l
ネ
ル

寸
そ
の
他
の
建
国

一
七
八
八
一
八
一
八
年

'

(
九
九
九
汗
)
は
、
連
邦
強
化
に
刻
す
る
反

対
で
は
一
致
し
な
が
ら
、
反
連
邦
主
義
思
想
は
論
者
に
よ
っ
て
い
か
に
多
俄
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
c

連
邦
憲
法
制
定
期
に
お
け

の
父
祖
た
ち
|
|
反
連
邦
、
土
義
と
ア
メ
リ
カ
の
異
な
る
伝
統
、

る
反
連
邦
下
義
は
脱
中
央
集
花
的
で
民
杢
T
表
的
な
ア
メ
リ
カ
政
治
文
化
の
源
泉
で
あ
っ
た
と
分
析
し
た
コ

1
ネ
ル
の
研
究
は
、
以
ブ
エ
デ

北法57(1-79)79
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ラ
リ
ス

y
の
革
新
性
を
再
許
価
し
た
も
の
で
あ
る
υ

木
枯
は
コ

l
ネ
ル
の
よ
う
に
連
邦
憲
法
制
定
期
か
ら
反
連
邦
主
義
を
扱
う
わ
け
で
は

:

ミ

宮

、

右
し
カ

セ
ク
ン
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
を
と
り
干
す
い
こ
の
時
期
の
反
連
邦
主
義
の
政
治
形
態
を
ア
メ
リ
カ
民
王
土
義
の
一
側
而
と
し
て
概
観

北法:i7(1'8U)8U

4 

H附

一
九
七

0
年
代
に
降
盛
を
秘
め
た
共
和
、
土
義
山
矧
は
、
ア
メ
リ
カ
政
治
に
お
け
る
共
和
平
草
花
の
杉
山
明
日

を
考
祭
す
る
こ
と
と
並
ん
で
、
八
ム
徳
や
公
共
著
を
政
治
行
動
の
基
本
と
す
る
共
和
↓
下
義
文
化
が
利
益
や
州
人
を
基
本
ー
と
す
る
民
↓
下
主
義
7
1

人
化

に
い
っ
変
容
し
た
の
か
、
が
五
要
な
研
究
悶
心
で
あ
っ
た
c

共
和
主
義
史
凱
が
哀
え
た
と
は
い
え
、
九
世
紀
の
第
1
四

T
世
紀
は
ま
だ

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
文
は
、

民
主
王
義
と
い
う
言
葉
が
ア
メ
リ
カ
政
治
に
な
じ
ま
な
い
時
代
で
あ
る
。

一
八
二
四
作
の
大
統
領
選
挙
を
機
に
ア
メ
リ
カ
政
治
に
お
い
て
近

代
政
党
制
が
萌
す
し
、
教
義
あ
る
エ
リ
ー
ト
層
向
身
で
は
な
い
ア
ン
ド
ル

l
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

(〉
R
-
H
b
m
w
d
」

hzrz巨
)

が

八

一

八

年

に

第

七
代

λ
統
領
に
公
選
し
て
以
降
、
円
人
出
力
了
普
通
遺
挙
制
の
広
が
り
と
と
も
に
、

ア
メ
リ
カ
政
治
の
大
衆
化
が
進
み
、
政
治
エ
リ
ー
ト
の
時

代
は
終
わ
り
を
告
げ
た
υ

よ
り
民
主
的
で
平
等
思
考
の
強
い
大
衆
民
↓
丁
主
義
の
時
代
の
到
来
は
、

ア
メ
リ
カ
社
会
内
部
の
社
会
経
消
的
変
容

と
一
首
長
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
ぶ
ん
通
革
命
が
ア
メ
リ
カ
に
も
た
A

り
し
た
重
層
的
な
変
化
を
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
セ
ラ
1

ズ

『市
場
革
命
|
|
ジ
ヘ
ク
ソ
ン
時
代
の
ア
メ
リ
カ

一
八
一
ム
一
八
川
六
年
』

(
一
九
九
一
年
)

に
由
来
し
て

「
市
場
革
命
」

一
口
東
の
厳
格
な
主
義
を
め
ぐ
ワ
て
論
争
が
あ
り
、
恥
に
経
済

分
野
の
研
究
者
か
ら
批
判
も
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
変
化
を
端
的
に
小
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
〔

(-HE--ハ
Z
2
4
C
E
E
C
-
J
)
と
総
称
す
る
動
き
も
あ
る
c

市
場
革
命
に
関
し
て
は
、

え

て

七
九

O
年
に
約
二
九
二
万
人
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
総
人
口
は
、

一
八
一
三
年
に

coo-h人
を
超
え
た
υ

ま
た
、
約
八
六

力
M
T
万
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
領
土
而
積
が
一
八

O
二
年
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ル
イ
ジ
ア
ナ
地
域
を
、

得
し
た
こ
と
で
約
一
七
四

H
半
万
マ
イ
ル
と
な
り
、

モ
シ
ロ

l
政
権
問
畑
、
領
1
凶
で
も
人
円
出
で
も
、

一
八
一
九
年
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
フ
ロ
リ
タ
を
獲

ア
メ
リ
カ
ム
門
然
同
は
建
凶
時
の
姿
か

ら
倍
増
し
た
c

判
に
、
人
口
に
注
目
す
る
と
、
こ
の
時
期
は
判
勢
謝
査
こ
と
に
三
二

l
二
五
%
の
高
い
人
口
の
伸
び
よ
斗
を
示
し
て
い
た

】
人

口
増
加
は
白
然
増
だ
け
で
な
く
、
多
数
の
移
民
の
流
入
の
結
果
で
も
あ
っ
た
υ

統
計
の
あ
る
一
八
二

O
年
以
降
の
移
民
数
を
見
る
と
、
王
に



ヨ
l
ロ
ッ

か
ら
毎
汗
『
ハ

0
0
0
人
か
ら
九
の
む
の
人
の
人
々
が
流
入
し
て
い
る
。
何
年
の
移
民
数
が
一
-
h
人
を
越
え
る
の
は

八
二

4
午

以
降
で
あ
る
。

八
一
烹
作
と
い
、
っ
年
は

ア
ダ
ム

ア
メ
リ
カ
園
内
に
目
を
や
る
と
、
ン
ョ
、
〆
・

Q
・
ア
ダ
ム
ズ
が
大
統
領
に
就
粁

L
、

ズ
大
統
領
に
反
対
す
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
派
が
民
、
土
党
結
成
へ
動
い
た
年
で
あ
り
、

リ
l
運
河
が
オ
ル
パ
ニ
ー
か
ら
エ
ワ

l
湖
町
の
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ま
で
開
通
し
、

ニ
コ

I
ヨ
ー
ク
州
政
府
が
独
白
に
建
設
を
進
め
て
い
た
エ

ハ
ド
ソ
ン
川
と
連
結
し
て
大
山
洋
沿
岸
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港

か
ら
五
大
洲
、
中
山
部
へ
の
航
行
路
が
聞
か
れ
た
年
で
あ
っ
た
〔
さ
ら
に
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
に
け
を
キ
る
と
、
ン
ョ
ン
ア
州

の
ク
リ
ー
ク
族

(
F
Z
h
z
F切
)
が
以
後
八
一
七
十
ま
で
の
一
連
の
条
約
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
内
の
土
地
の
所
有
権
を
失
っ
て
い
く
年
で
も

あ
っ
た
。
奴
隷
制
度
を
め
ぐ
っ
て
の
白
山
州
と
奴
隷
州
と
の
対
止
は
八
一
心
年
の
ミ
ズ

l
リ
の
安
協
に
よ
り
一
時
収
点
し
て
い
た
と
は
い

え
、
火
種
を
抱
え
て
お
り
、
卜
円
典
的
な
共
和
主
義
が
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
持
っ
て
い
た
建
同
期
と
氏
、
玉
、
土
義
が
浸
透
す
る
ジ
守
ク
ソ
ン
時

代
に
挟
ま
れ
た
一
九
刊
紀
の
第
1
半
世
紀
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
変
容
が
劇
的
で
は
な
い
に
せ
よ
進
行
し
て
い
た
時
山
別
で
あ
っ
た
と
い
、
え
る
の

内
陸
附
拾
政
策
研
究
は
、
存
地
の
道
路
、
運
河
、
河
川
改
修
等
の
開
発
事
楽
の
個
別
研
究
な
ら
び
に
ア
メ
リ
カ
の
?
父
通
史
研
究
分
野
に
お

い
て
、
幽
明
か
な
耐
究
蓄
積
が
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
山
人
全
体
の
中
で
概
観
し
た
と
き
、
内
際
関
禿
研
究
分
野
に
死
角
が
な
い
わ
け
で
は

J
、ゐ

C

ルグリ
σ
仁
V

は
一
九
五
瓦
年
に
発
表
し
た
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ン
ス
テ
ム
|
|
論
評

ア
メ
リ
カ
、
〆
・
シ
ス
テ
ム
を
め
ぐ
る
歴
史
研
究
を
批
判
し
た
c

「
歴
史
家
た
ち
は
奇
妙
な
こ
と
に
こ
の
物
語
[
内
陸
川
開
発
史
]
σ) 

ロ
パ

l
ト

A

ラ
イ
ブ
リ

l
(回
C
F
今
日
付
〉
門
】

4mw一
可
)

σ〕

反連rr，主主との悶い (1) 

末
尾
で
、

一
般
的
な
テ

1
7
を
探

L
山
す
の
が
遅
か
っ
た
コ
彼
ら
は
ハ
ミ
ル

f
ン
、
ギ

T
ラ
テ
ィ
ン
、
あ
る
い
は
ク
レ
イ
の
計
画
の

U
録
を
作
成
し
て

き
た
が
、
こ
れ
ら
の
計
問
を
続
く
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
秘
本
的
な
要
素
に
移
し
か
え
る
の
を
不
知
し
な
か
っ
た
っ
[
こ
の
論
?
止
の
中
で
]

北法57(1-81)81

論
評
し
て
き
た
著
苫
た
ち
の
名
高
い
成
米
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
夢
か
ら
現
代
ア
メ
リ
カ
の
混
台
経
済
へ
と
導
く
道
へ
と
彼
ら
が
訴
じ
た
大
仰
な

方
法
に
こ
そ
あ
る
〈
こ
の
道
は
い
ま
だ
に
半
全
に
い
U
Eを
払
わ
れ
て
い
な
い
】
し
か
し
、
そ
の

般
的
な
方
向
性
は
今
や
明
ら
か
で
あ
る
c

政
府
の
企
業
支
援
の
さ
ら
な
る
研
究
が
初
期
ア
メ
リ
カ
の
希
望
を
最
近
の
重
要
な
成
米
に
結
び
つ
け
る
主
要
な
ル

1
ト
の
ひ
と
つ
と
な
る
こ



日見

と
を
明
ら
か
に
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
勺
ラ
イ
フ
リ
ー
は
、
歴
史
家
が
歴
史
的
文
脈
の
中
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
を
論
じ
て
こ
な

4 

H附

か
っ
た
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
指
抗
は
確
か
に
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
と
連
邦
政
治
山
の
観
点
で
先
行
研
究
を
概
制
し
た

と
き
、
南
北
戦
争
前
の
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
政
策
山
ん
を
包
括
的
に
扱
っ
た
耐
光
は
意
外
な
ほ
ど
に
少
な
い
。

実
は
、
こ
の
分
野
の
研
究
と
し
て
は
、
長
ら
く
ジ
ョ
セ
フ
・

H
・
ハ
リ
ソ
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア

口
c
法
七
Z
E
C
F

切。=巴戸コ
Z

C戸
』

『

)

の
未
刊
行
の

博
上
論
『
止
「
連
邦
政
治
に
お
け
る
内
陸
刷
党
段
取
|
|
一
じ
八
一
今
咋
か
ら
一
八
一
五
作
」
(
一
九
古
川
年
)
が
最
も
包
括
的
な
も
の
で
あ
っ
た
c

ハ
リ
ソ
ン
の
研
究
は
、
同
時
期
の
、
さ
ら
に
未
刊
行
の
侍
士
論
ー
止
と
い
う
性
格
か
ら
、

ラ
イ
ブ
リ
!
の

U
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
同
能
性
は

官
向
い

ハ
リ
ソ
ン
の
「
連
邦
政
治
に
お
け
る
内
陸
開
発
政
策
」
は
、

州
の
み
で
な
く
、
台
衆
凶
八
十
体
を
川
開
発
政
策
山
ん
の
研
先
対
象
と
し
た

の
が
そ
の
大
き
な
特
債
で
あ
り
、
M

中
命
後
の
ア
メ
リ
カ
ム
門
衆
川
に
お
い
て
、
道
路
や
運
河
の
窪
設
や
河
川
の
改
修
と
い
う
開
発
ポ
業
が
い
か

に
准
一
め
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
実
証
的
な
歴
史
研
究
で
あ
る
。

ハ
リ
ソ
ン
論
t

止
は
エ
リ

l
運
河
の
完
成
と
い
う
時
期
で
終
え
て
い
る

が
、
そ
の
序
に
よ
れ
ば
、
本
米
は
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
品
開
時
代
ま
で
を
、
さ
ら
に
は
南
北
戦
争
勃
発
ま
で
を
構
想
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、

膨
大
な
資
料
を
前
に
当
初
の
試
み
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
治
史
の
巾
で
、
内
陸
開
発
政
策
に
焦
点
を
お
き
、
川
四
八
北

事
業
に
対
す
る
川
政
府
な
ら
び
に
連
邦
政
府
の
対
応
を
丹
念
に
扱
っ
た
ハ
リ
ソ
ン
の
研
究
は
資
料
的
伺
伯
が
高
く
、
後
年
の
内
川
仲
間
発
政
浪

山
ん
け
究
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
c

し
か
し
、
優
れ
た
実
寸
前
研
究
で
あ
る
一
!
力
、

ハ
リ
ソ
、
〆
一
論
文
に
は
も
と
か
し
さ
が
つ
き
ま
と

う
コ
と
い
う
の
も
、
史
実
を
明
ら
か
に
し
個
々
の
宅
突
の
分
析
に
お
い
て
興
味
淡
い
指
摘
が
な
さ
れ
る
も
の
の
、
史
実
に
追
わ
れ
、
連
邦
規

約
時
代
か
ら
モ
ン
ロ
ー
政
権
時
代
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
政
治
史
に
起
こ
う
た
政
治
的
変
化
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
乏
し
い
か
ら
で
あ

る
c

そ
の
た
め
、
内
陸
開
発
政
策
史
と
い
う
凶
有
の
分
好
か
ら
八
一

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
志
義
が
十
分
間
わ
れ
て
い
な

い
ば
か
り
か
、
連
邦
憲
法
制
定
後
約
四

O
年
あ
ま
り
の
時
期
に
生
じ
た
ア
メ
リ
カ
政
治
や
連
邦
制
の
質
的
変
化
に
つ
い
て
包
括
的
に
考
察
き

れ
て
い
な
い
。
凶
ら
ず
も

ハ
リ
ソ
ン
論
文
は
ラ
イ
ブ
リ
ー
に
よ
る
歴
史
家
批
判
を
乗
り
越
え
る
視
点
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
ロ

北法;)7(1・82)82 



個
別
の
開
発
事
業
や
ム
門
衆
川
の
交
通
発
展
の
併
究
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
お
び
た
だ
し
い
数
に
上
る
c

ハ
リ
ソ
ン
論
文
は
こ
れ
ら
の
先
打

研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
連
邦
政
府
の
内
陣
開
発
政
策
由
ん
を
八
一
珊
じ
よ
う
と
し
た
窓
欲
作
で
あ
っ
た
が
、
彼
自
身
所
期
の
目
的
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
州
レ
ベ
ル
に

R
を
転
じ
る
と
、
何
別
の
州
の
川
閣
発
政
策
史
の
分
野
で
は
、

ア
メ
リ
カ
ロ
由
、
土
誕
の
l
u
典
的
名
著

『
ア
メ

リ
カ
白
山
川
、
土
義
の
起
源
』

の
著
者
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
ル
イ
ス
・
ハ

l
ツ

a
経
済
政
策
と
氏
干
↓
下
義
思
想
|
|
一
七
七

九
凶
八
作
)
の
よ
う
な
優
れ
た
研
究
が
あ
る
c

(
〔

C
己

Z
E
E
-
Z
)
の

六
年
か
ら
一
八
六
九
年
の
ベ
ン
、
ン
ル
ヴ
コ
ニ
ア
』

ハ
l

y
の

絞
済
政
策
と
氏
↓
丁
、
土
義

思
相
ど
は
、
政
治
経
済
的
飢
点
か
ら
、
全
米
で
も
有
数
の
運
河
、
鉄
道
事
業
を
不
先
し
た
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ζ

ニ
ア
州
の
開
発
雫
業
の
実
態
を
泡

材
に
、
資
本
主
義
が
未
発
達
な
時
代
に
お
け
る
起
業
家
精
神
の
豊
か
さ
と
州
政
ー
附
の
公
的
支
出
此
の
夫
態
を
通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
資
本
、
土
義
の

発
展
過
程
に
お
け
る
政
府
の
役
討
を
実
祉
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
ハ

l
ツ
の
研
究
は
マ
サ
チ
ュ

l
セ
y
ツ
川
の
内
酔
開
発
雫
業
を
研
究
し
た

ハ
ン
ド
リ
ン

(
C
2
E
P
E凶

7
4
p
弓
Z
P
E凶

一

一

戸

)

の
研
究
と
と
も
に
歴
史
家
の
観
占
か
ら
経
済
発
展
に
お
け
る
州
お
よ
び
地

h
政
府
の
積
極
的

な
役
割
に
看
円
し
た
も
の
で
あ
っ
た
υ

政
府
が
関
係
す
る
内
陸
閲
売
事
業
の
研
究
は

九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
経
尚
史
の
分
野
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
特
に
、
連
邦
政
府
の
経

済
発
展
に
果
た
し
た
役
剤
、
す
な
わ
ち
、

そ
し
て
、
全
問
的
な
市
場
続
出
の
発
展
に
お
け
る
政
府
の
役

レ
グ
セ
・
フ
J
l
ル
の
実
態
分
析
、

反連rr，主主との悶い (1) 

割
と
い
う
一
つ
の
問
題
を
無
視
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、

ハ
l

y
の
研
究
は
り
刑
者
の
問
題
を
政
治
経
ソ
情
的
な
飢
円
、
か
ら
、
論
証
し
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
南
北
戦
争
前
、
公
的
負
債
を
抱
え
た
州
政
府
主
導
の
経
治
政
策
の
後
退
を
論
じ
、

レ
ヴ
ノ
セ

7
L
1
ル
品
川

を
補
強
し
た
ハ

l
ツ
の
私
論
は
、

ラ
イ
フ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
経
済
学
者
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
υ

む
し
ろ
、
鉄
道
研
究

の
蓄
積
が
進
む
に
つ
れ
、
経
済
学
の
分
野
で
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
経
済
全
般
を
形
容
す
る
レ
ソ
セ
・
フ
J
l
ル
論
の
全
面
的
な
見
直
し
へ
と
発
展

し
た

一
方
、
全
国
的
な
市
場
経
済
の
発
反
に
つ
い
て
は

lL 
干干

年

l村
北
戦
争
前
の
うと

遇
改ぇ
小上

済
史
の
-← μ 

典
で
あ

カぎ る
|甘ジ
f丁ヨ

さ l
れ戸ジ
た 11

。 o

夫
人
通
日
中
九
叩
|
|
八

4

八
ハ
〈
〉
年
円

ジ
ャ

1
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
(
の
め
ミ
肉
化
問
。
胃

E
H
ミ
]
。
円
)
の

二
九
T
1

一
年
)

北法57U -83) 83 



日見

一
八
ー
ハ

O
年
ま
で
に
会
同
的
な
規
模
の
ア
メ
リ
カ

経
済
が
問
現
し
値
民
地
時
代
の
名
残
が
消
失
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
交
通
発
展
の
研
究
が
進
反
し
た
ん
7
H
で
も
、
全

は
色
あ
せ
て
い
な
い
。

三
ハ
リ
入
品
手
羊
〈
叩
』

北法;)7(1・84)84

同
世
田
は
、
全
国
的
な
交
通
網
の
発
注
と
技
術
革
新
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
発
展
を
通
し
て
、

4 

H附

図
的
な
市
場
経
済
の
碓
!
止
を
川
内
交
通
の
発
肢
と
結
び
つ
け
て
総
合
的
に
へ
師
じ
た
テ
イ
ラ
ー
の

さ
て
、
政
治
経
治
学
の
分
野
か
ら
連
邦
、
川
、
地
方
政
府
の
役
割
に
お
目
し
て
内
陸
開
発
史
を
分
析
し
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
の
は
カ

l

タ
l
・
グ

y
ド
リ

y
チ
(
円
三
宮
(
古

cE5主
で
あ
る
η

-

ア
メ
リ
カ
の
運
河
と
鉄
道
分
野
に
お
け
る
政
府
の
刷
発
推
進
|
|
八
つ
り
一

八
九

O
T』
(
九
六
ひ
午
)
を
始
め
と
し
て
九
凶
口
十
代
末
か
ら
雑
誌
論
文
に
禿
表
し
て
き
た
研
究
成
米
を
ま
と
め
た
一
連
の
著
書
は
、

南
部
の
鉄
道
事
業
の
実
態
を
分
析
し
た
ミ
ル
ト
ン
・
ヒ

l
ス

レ
y
セ
・
フ
ェ
ー
ル
論
の
什
考
を
促

す
と
と
も
に
、
政
治
史
の
分
野
で
H
而
か
ら
倣
っ
て
こ
な
か
っ
た
連
邦
政
府
の
内
陸
開
発
政
策
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
グ

y
ド
リ

y
チ
は
、

(v-H-円。ロ

--mwpz乙

の
耐
究
と
敢
ん
で
、

そ
の
開
発
経
済
史
研
究
の
中
で
、

一
八
口
八
年
に
附
さ
れ
た
財
務
長
官
ア
ル
パ

l
卜
・
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
「
道
路
と
運
河
に
闘
す
る
報
告
書
」

の
内
科
を
そ
の
後
の
交
通
発
注
山
ん
の
巾
で
高
く
許
価
す
る
と
と
も
に
、

ア
ン
ド
ル

1
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
大
統
組
以
降
、
開
発
王
体
と
し
て
の
連

邦
政
府
の
役
割
が
低
卜
し
て
い
く
原
因
は
叶
時
の
連
邦
構
造
に
あ
っ
た
と
分
析
す
る
つ
そ
れ
ゆ
え
、
南
北
戦
争
前
の
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発

支
援
額
は
、
地
方
州
政
府
が
述
邦
政
府
を
は
る
か
に
上
同
っ
て
い
た
と
い
う
じ
グ
ヅ
ド
リ
グ
チ
の
研
究
は
中
時
の
開
発
綬
助
政
策
研
仏
ん
の

要
請
に
応
え
る
も
の
で
、
第
一
次
山
界
大
戦
役
宗
主
固
か
ら
次
々
に
独
立
し
た
川
相
民
地
の
新
興
国
が
経
済
発
展
す
る
た
め
の
参
考
例
と
し

て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
開
発
ン
ス
テ
ム
の
実
態
研
究
を
蛍
識
す
る
も
の
だ
っ
た
。
先
の
ラ
イ
ブ
リ
1
は
、
ヒ
ー
ス
と
グ
ヴ
ノ
ド
リ
ッ
チ
の
研
究

成
果
を
公
共
部
門
と
民
間
部
門
と
が
競
合
す
る
経
済
発
展
過
程
と
し
て
定
式
化
す
る
。
グ
ッ
ド
リ
ア
チ
が
州
・
地
方
政
府
に
よ
る
公
共
投

資
だ
け
で
な
く
連
邦
政
府
の
開
発
政
策
に
看
リ
し
た
こ
と
で
、
研
究
意
図
は
と
う
で
あ
れ
、

そ
れ
ま
で
の
歴
史
研
究
が
手
薄
で
あ
っ
た
分
野

の
概
観
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
】

タ
y
ド
リ

y
子
の
計
H
E
的
か
っ
実
証
的
な
内
陸
開
発
史
研
究
は
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
開
発
経
済
由
ん
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ



の
後
の
研
究
動
向
は
、
グ
y
ド
リ
ッ
チ
の
研
究
を
補
足

L
細
分
化
し
て
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
い

J
連
判
開
発
史
研
究
の
分
野
に
刊
日
す
る
と
、

グ
ソ
ド
リ
ソ
チ
ら
に
触
発
さ
れ
、
優
れ
た
研
究
が
相
次
い
で
党
表
さ
れ
た
っ
小
平
稿
と
の
関
連
で
は
、
チ
よ
サ
ピ
ー
ク
&
デ
ラ
ウ
コ
ア
運
何
事

業
を
扱
っ
た
ラ
ル
ブ
・

D
・
グ
レ
イ
(
同
巴
吾
ロ

P
3
)
日

家
の
運
河
ー
ー
一
ヒ
7

ハ
九
一
九
六
有
汗
に
お
け
る
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
&
デ
ラ

ウ
ェ
ア
運
河
』

(
一
九
六
七
年
)

『オ
ハ
イ
オ
運

ハ
リ
1

・
N
.
、
ン
ヱ
イ
ヴ
ァ

l
(戸
ヨ
可
司

rz-Z乙
の

オ
ハ
イ
オ
運
河
に
つ
い
て
は

河
時
代
|
|
一
八
二

O

一
八
六
一
作
に
お
け
る
政
府
と
経
泣
の
研
究
に
悶
す
る
事
例
研
究
L

二
九
六
九
年
)
、
そ
し
て
、

エ
リ
l
運
河

研
究
に
お
い
て
は
、
ネ
イ
サ
ン
・
ミ
ラ
1
(
Z
巳
}E口
/
~
E
Z
之
の

「
白
白
人
の
企
業
|
|
一
七
九
一
一
八
一
八
作
の
運
河
時
代
に
お
け
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
経
済
発
展
の
諸
側
面
r

運
河
ー
ー
一
ヒ
九
一
一
八
五
凶
年
に
お
け
る
エ
リ
l
運
川
史
'

(
一
九
六
一
年
)
と
ロ
ナ

JL ル
六ド
ノ、
年 E

が ι

あ守二五
モ♂ウ

ず E
tL o: 
も 淫

ムコ

i亙三
河の
事
業

お
け
る
lfk 
J付

の
役

『山
部
に
お
け
る
エ
リ
ー

割
を
政
治
経
済
的
観
占
、
か
ら
実
証
的
に
分
析
し
て
い
る
の
が
恥
徴
で
あ
る
の
特
に
、

チ
ュ
サ
ピ
ー
ク
&
デ
ラ
ウ
ェ
ア
運
河
事
業
は
、
州
政
府

と
運
河
会
社
の
共
同
事
楽
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

モ
ン
ロ
ー
政
権
末
期
に
連
邦
政
府
が
開
発
事
業
を
財
政
的
に
も
文
援
し
て
お
り
、
連
邦
政

肘
に
よ
る
内
陸
開
発
政
策
を
検
討
す
る
上
で
、
重
要
な
ポ
楽
で
あ
る
。
州
政
府
な
ら
び
に
連
邦
政
府
が
と
の
よ
う
に
州
際
開
発
ポ
業
を
推
進

し
た
の
か
を
則
ら
か
に
す
る
グ
レ
イ
の
実
証
研
究
は
、
個
別
研
究
か
ら
連
邦
政
府
の
内
酔
開
発
政
浪
史
の
一
面
を
鮮
や
か
に
姉
き
山
し
た
c

反連rr，主主との悶い (1) 

一
!
力
、
ミ
ラ
ー
な
ら
び
に
シ
ョ
ウ
が
取
り
組
ん
だ
エ
リ
l
運
河
事
業
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政
府
が
支
媛
し
定
設
し
た
、
大
品
目
洋
沿
岸
に
、
引
い
ぐ

ハ
}
ソ
ン
川
と
五
大
洲
と
を
結
ぶ
当
時
と
し
て
は
最
大
規
模
の
内
陸
部
の
運
河
事
業
で
あ
っ
た
-
ミ
ラ
ー
の
研
究
は
運
河
建
設
資
令
を
園
内

外
か
ら
制
達
し
た
州
政
府
の
財
政
政
策
を
許
細
に
分
析
し
、
州
政
府
の
開
発
支
出
世
政
策
の
更
態
を
山
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
経
済
的
矧

点
か
ら
エ
リ
l
運
何
を
分
析
し
た
ミ
ラ
ー
に
刻
し
、
シ
ョ
ウ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
政
治
の
観
点
か
ら
エ
リ
l
運
河
建
設
の
問
題
を
扱
っ
て
お

り
、
-
向
者
は
と
も
に
エ
リ
l
運
川
事
柴
山
に
閃
す
る
代
表
的
な
研
究
と
な
っ
て
い
る
c

な
お
、

ア
メ
リ
カ
の
運
河
史
を
総
折
し
て
い
る
も
の

二
九
ハ
一
年
)
と
ン
ョ
ウ
の

『国
民
の
た
め
の
運
河
|
|
一
七
九
。

と
し
て
は
、

タ

y
ド
リ
ソ
チ
編

『運
河
と
ア
メ
リ
カ
経
治
発
展
』

北法S7U町 )8;;



た
ン
ョ
ウ
は
杯
史
的
視
白
'
か
ら
、

一
八
六

0
年
間
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
運
河
時
代
'

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
運
河
史
の
全
体
像
を
提
供
す
る
つ

二
九
九

O
年
)

が
有
益
で
あ
る
。
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
編
は
政
治
経
消
的
視
点
か
ら
、
ま

北法;)7(1.問)86

日見
4 

H附

南
北
戦
争
前
の
y

父
通
手
段
の
発
注
に
つ
い
て
は
、
建
凶
期
か
ら
一
八
一

0
年
代
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ヱ
ニ
ア
州
の
ラ
ン
カ
ス
タ

l
有
料
道
路
の

成
功
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
泊
路
の
時
代
、

運
河
の
成
功
に
刺
激
さ
れ
始
ま
っ
た
運
川
の
時
代
、

一
八
一
心
年
代
か
ら
三

0
年
代
は
一
八
二
五
年
に
全
而
開
通
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
川
の
エ
リ
ー

4
0年
代
は
鉄
道
の
時
代
と
称
さ
れ
る
。
民
間
資
本
が
不
八
刀
で
あ
っ
た
初
期
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
交
通
網
の
発
達
が
地
方
州
政
府
の
法
的
財
政
的
主
援
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
異
論
が
な
い
υ
し
か
も
、
地
方
・

州
政
府
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
連
邦
政
府
が
開
発
宅
業
に
関
わ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
速
邦
政
府
の
開
発
支
援
に
は
、
財
政
上
の
1
4
援
だ

け
で
な
く
、
陸
市
工
兵
隊
の
技
術
協
力
も
含
ま
れ
て
い
た
。
内
陸
刷
発
技
術
の
発
展
に
寄
H
J
し
た
陸
市
工
兵
隊
の
技
術
よ
援
に
関
し
て
は
、

二
九
五
七
年
)
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う

フ
ォ
レ
ス
ト
・

G
・
ヒ
ル
の

ぷ
氾
路
、
鉄
道
、
そ
し
て
運
河
|
|
際
平
技
師
と
初
期
の
交
通
L

に
ハ
リ
ソ
ン
の

「
連
邦
政
治
に
お
け
る
内
陸
開
発
政
策
ー
ー
一
七
八
一
一
一
八
二
烹
年
」
が
扱
っ
た
連
邦
事
業
に
は
、

ワ
ン
ン
ト
ン
政
権

期
に
始
ま
る
沿
山
部
の
安
全
航
行
を

U
的
と
し
た
灯
台
や
港
湾
の
整
備
等
へ
の
連
邦
助
成
、
道
路
網
の
発
展
の
一
形
態
と
し
て
見
る
こ
と
が

の
支
援
、
さ
ら
に
各
地
の
運
河
開
発
事
業
へ
の
連
邦
助
成
問
題
な
ど
が
あ
る
υ

カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
凶
道
事
業
、
準
州
な
ら
び
に
連
邦
政
府
管
轄
地
に
お
け
る
市
用
道
路
や
運
-
川
建
設
へ

ハ
リ
ソ
、
〆
が
、
各
地
の
開
発
事
業
に
配
慮
し
つ
つ
、
合
衆
国

で
き
る
郵
便
道
路
の
羽
設
や
拡
充
、

大
で
、
連
邦
の
内
陸
同
発
政
策
を
包
析
的
に
論
じ
た
こ
と
で
、
建
同
1

初
期
の
連
邦
政
府
の
公
共
ポ
業
の
全
体
像
が
拍
き
附
さ
れ
た
青
山
設
は
大

き
か
っ
一
た
。
以
卜
概
制
し
て
き
だ
よ
う
に
、
内
陸
開
発
ポ
業
に
お
け
る
連
邦
政
府
を
合
め
た
政
府
の
役
訓
を
採
る
耐
究
は
、

一
九
七

G
年
ま

で
に
は
地
域
作
の
強
い
ア
メ
リ
カ
の
内
陸
開
発
の
全
体
像
が
担
握
で
き
る
実
り
明
か
な
研
究
分
野
に
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
c

し
か
し
な
が
ら
、
鉄
道
事
業
を
含
め
内
伴
開
発
政
策
に
つ
い
て
、
政
治
経
尚
的
問
占
か
ら
だ
け
で
な
く
、
民
衆
な
ら
び
に
社
会
的
な
影
響

力
に
宿

R
し
た
個
別
の
事
業
事
例
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
と
と
も
に
、
セ
ク
ン
ョ
ン
ご
と
の
経
済
発
展
が
解
明
さ
れ
全
体
的
な
ア
メ
リ
カ
経
済



山
ん
や
社
会
史
の
同
解
釈
が
進
展
し
た
一
方
で
、
か
つ
て
ラ
イ
ブ
リ
ー
が
批
判
し
た
ア
メ
リ
カ
史
の
主
脈
の
中
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム

と
い
う
問
い
は
グ

y
ド
リ
y
チ
の
包
折
的
な
研
究
以
降
、
回
き
去
り
に
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
定
国
の

刊」

父
祖
の
内
除
開
発
政
策
に
つ
い
て
、
研
究
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
っ
建
国
則
の
内
陣
開
発
政
策
に
関
わ
っ
た
政
，
出
家
の
内
陣
川
閣
発

が
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
、

政
策
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
彼
ら
の
伝
記
研
究
や
、
政
策
な
ら
び
に
思
想
緋
究
の
過
程
で
多
少
な
ー
り
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
c

し
か
し
、
内

隆
開
発
政
策
の
飢
古
川
で
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の

「
道
路
と
運
刈
に
関
す
る
報
生
日
書
」
か
ら
一
八
二
年
戦
争
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
展
開

に
い
た
る
過
程
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
政
治
を
構
造
的
に
論
じ
よ
う
と
す
る
附
究
は
九
八
七
十
に
ジ
ョ
ン
・
ラ
ウ
リ
ァ
ツ
・
ラ

1
ソ
ン
が
ア

メ
リ
カ
史
学
会
誌
に
「
「
共
和
同
を
結
び
付
け
よ
う
」
|
|
同
家
的
な
統
合
と
内
陣
開
発
制
度
に
山
け
て
の
闘
い
」
を
発
表
す
る
ま
で
久
し

fm一

く
現
れ
な
か
ヲ
た
。
一
フ

l
ソ
ン
は
、
同
年
、
初
期
ア
メ
リ
カ
史
学
会
誌
に
掲
載
し
た
「
橋
、
ゲ
ム
、
川
|
|
初
期
共
和
川
に
お
け
る
白
山

と
革
新
」
で
、
連
邦
政
府
の
管
轄
下
に
あ
る
首
都
ワ
シ
ン
ト
、
〆
の
交
通
網
政
策
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
彼
の
研
究
は
政
治
過

程
ヤ
政
策
実
現
の
実
証
一
介
析
に
特
徴
が
あ
る
つ
ラ
1
ソ
ン
の
「
共
和
凶
」
八
一
珊
~
え
で
は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
イ
リ
ン
、
コ
ー
ド
ン
・
ウ
ッ
ド
、

J
-
G
・
A
-
ボ
コ

y
ク
に
代
表
き
れ
る
九
六

0
年
代
か
ら
ヒ
ロ
年
代
に
ア
メ
リ
カ
政
治
以
想
山
ん
の
分
野
で
降
盛
を
秘
め
た
共
和
、
土
義
山

反連rr，主主との悶い (1) 

ア
メ
リ
カ
ト
人
の
共
和
国
建
設
の
鍵
と
な
る
も
の
と
し
て
各
地
を
結
び
つ
け
る
交
通
網
の
発
達
に
強
い
悶
心
を
も
っ
た
建
国
の

父
相
た
ち
の
即
日
怨
と
、
利
益
誘
導
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
開
発
緩
助
政
能
へ
の
葛
藤
が
ワ
シ
ン
ト
ン
政
権
期
よ
り
存
杭
し
た
こ
と
が
指
摘
さ

仰
を
踏
ま
、
ぇ
、

れ
る
っ
そ
し
て
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
政
権
末
期
の
ボ
ー
ナ
ス
法
案
の
挫
折
を
通
し
て
、
公
共
性
を
前
提
と
す
る
共
和
、
半
義
的
政
治
の
後
退
と
利
益

の
白
己
実
現
を
可
能
に
す
る

R
主
、
土
義
の
作
頭
を
射
や
か
に
拍
き
山
刊
し
た
。
そ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
引
に
お
け
る
共
和
主
義
的
伝
統
を
百
説
だ

北法57U -87) 87 

け
で
は
な
く
、
現
実
の
政
治
過
程
の
中
で
論
証
し
た
も
の
で
、

ア
メ
リ
カ
の
共
和
ふ
下
義
の
実
態
に
つ
い
て
一
石
を
投
じ
る
研
党
で
あ
っ
た
と

い
よ
ん
る

ラ
1
ゾ
ン
は
そ
の
後
研
究
対
象
を
拡
大
し
、

一0
0
一
年
に
叶
内
陸
閥
抗
日
五
|
|
初
期
合
衆
同
に
お
け
る
全
国
的
な
公
共
ポ
楽
と
人
民
に



日見

よ
る
政
治
の
約
束
』
を
刊
行
し
た
仁

ラ
l
ソ
ン
の

っ
内
隆
開
発
』
は
連
邦
政
府
の
内
陸
開
発
政
策
史
の
決
定
版
で
あ
り
、

ハ
リ
ソ
ン
が
志

図
し
つ
つ
も
挫
折
し
た
市
比
戦
勺
前
の
ア
メ
リ
カ
ム
門
衆
凶
に
お
け
る
包
折
的
な
内
除
問
党
研
究
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
υ

ラ
l
ノ
シ
は
、

4 

H附

同
書
の
隔
に
お
い
て
附
究
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
共
和
阿
を
つ
く
っ
一
た
の
か
…
Jee--:
共
和
国
の
目
的
は
市
潔
で
そ
の
曳
岬
は
一
口
明
」
で
あ
る
と
伝

ν

る
建
国
計
た
も
の
レ

ー
リ
ッ
ク
に
導
か
れ
て
、

一
世
紀
の
問
ア
メ
リ
カ
人
は
ア
メ
リ
カ
的

j

円
出
の
意
味
は
町
内
で
、
そ
れ
に
続
く
全
て
の
歴
史
や
実
際
の
政
治
は
創
始
占

の
本
来
の
意
凶
で
判
断
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
と
ぷ
論
し
て
き
た
し
、
今
も
議
論
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
構
築
さ
れ
た
経
験
を
具
体
化
す
る
こ
と

は
ア
メ
リ
カ
の
比
和
羊
設
が
ど
の
よ
う
に
形
と
な
り
ア
メ
リ
カ
の
民
主
主
式
へ
と
充
反
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
諸
一
世
法
の
枠
制
み

の
中
で
、
と
の
よ
う
に
政
府
の
目
的
が
十
支
持
し
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
即
解
を
ひ
と
く
主
め
て
い
る

(
中
川
町
)

本
書
は
国
家
建
ぷ
の
過
程
の

側
面
を
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
の
円
的
は
、
対
す
け
す
る
利
持
や
急
速
に
変
化
す
る
状
況
、
例
え
ば
、
小
命
そ

れ
肉
体
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
て
き
た
不
1t
疋
さ
、
と
い
っ
た
環
境
の
中
に
あ
っ
た
新
し
い
諸
憲
法
の

l
、
実
際
の
政
治
や
政
府
の
慣
行
と
と
も
に
草

r
m
ω
J
 

人
は
叩
則
の
共
和
主
義
の
様
々
な
ひ
ず
み
か
ら
な
る
復
雑
な
相
互
作
刷
を
刷
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
ご

建
国
期
に
お
け
る
内
陸
間
売

(
E
Z
E己
ド
ロ
エ
ヨ

2
5
2丹

)

は、

一
仁
八
口
年
代
に
お
い
て
は
「
新
し
い
合
衆
国
の
人
々
の
安
全
、
繁
栄
、

そ
の
後
、
公
共
ポ
業
と
同
義
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
c

こ
の

必
誌
を
促
進
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
政
浪
一
を
指
し
て
い
た
が
、

よ
う
な
内
伴
開
発
に
対
し
て
、
ラ

l
ソ
ン
は
、
#
命
期
か
ら
南
北
戦
争
ま
で
を
対
象
と
し
、
「
道
路
や
運
河
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
政
府
に

そ
し
て
さ
ら
に
削
判
定
す
る
と
、
内
陸
開
発
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
で
共
和
主
義
的
白
山
の

U
的
を
達
成
す
る
た
め
に
州
お
よ
び
連
邦
レ
ベ
ル

北法;)7(1・88)日月



の
ア
メ
リ
カ
人
が
繰
り
広
吋
た
闘
い
」
に
焦
点
を
巾
I
て
る
c

ア
メ
リ
カ
の
共
和
主
義
が
政
府
に
よ
る
内
陸
刷
発
事
業
を
禁
止
し
て
は
い
な

か
っ
た
こ
と
を
論
及
す
る
の
が
彼
の
関
心
で
は
な
い
。
ラ
ソ
ン
の
仰
い
は
、
政
府
が
ど
の
よ
う
に
内
陸
出
発
事
業
を
推
位
し
た
の
か
、
と

同
時
に
、
政
府
が
内
陸
開
発
事
業
の
伺
い
子
か
ら
離
脱
し
て
い
く
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
道
路
の
時
代
か
ら
運
河
の
時
代

へ
、
そ
し
て
鉄
造
の
時
代
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
巾
で
政
府
の
刷
発
支
長
官
T
業
分
析
を
通
し
て
得
た
う

l
ソ
ン
の
私
論
は
、
人
々
の
民
、
土

土
#
牲
に
対
す
る
不
信
が
市
場
経
泊
、
土
義
、

い
わ
ゆ
る
、

レ
ソ
セ
・
フ
コ
ル
の
時
代
を
悩
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
「

ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
が
ふ
平
慌
を
杯
め
た
頃
は
、
ち
ょ
う
ど
ア
メ
リ
カ
に
近
代
政
党
制
(
通
称
、
第
二
次
政
党
制
)

が
誕
牛
し
た
一
切
と

重
な
る
。
そ
し
て
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
時
代
以
降
、
氏
王
党
、
さ
ら
に
は
ホ
イ
ッ
グ
党
と
い
う
本
情
的
な
一
大
政
厄
制
が
開
花
し
、

ア
メ
リ
カ
民

、
圭
下
表
が
机
発
化
し
て
い
く
吋
代
で
あ
ワ
た
。
そ
し
て
奴
隷
制
度
を
め
ぐ
る
刈
立
が
政
党
再
編
を
促
し
通
称
、
第
二
次
政
先
制
が
形
成
さ
れ

て
い
く
時
期
は
、
連
邦
政
府
に
よ
る
公
共
事
業
政
策
の
意
義
が
低
卜
し
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ
た
c

そ
う
い
う
怠
味
で
、
ラ

i
ソ
ン
の
分
析

は
、
ア
メ
リ
カ
民
主
、
土
義
の
別
の
側
面
を
描
き
附
し
た
と
い
う
許
制
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
つ

一
方
、
内
北
戦
予
前
の
内
仲
間
発
政
策
の
玉
体
は
ジ
ベ
ク
ソ
ン
政
権
以
降
地
方
お
よ
び
州
政
府
で
あ
っ
た
と
い
う
見
方
は
、
計
量
分
析
的

イ
下
法
を
取
り
入
れ
た
歴
史
研
究
の
分
好
か
ら
、
見
直
し
が
図
ら
れ
て
い
る
c

チ
ャ
ー
ル
ズ
・

F

ホ
ル
ト

『

八一

O

ん
O
一
年
間
に

反連rr，主主との悶い (1) 

お
け
る
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
る
州
政
府
の
役
刑
|
|
計
量
俳
究
L

二
九
七
七
年
)
は
、
州
な
ら
び
に
連
邦
政
府
の
財
務
報
告

一
八
六

O
年
以
川
の
州
の
附
禿
支
山
刊
の
総
傾
は
グ
ッ
ド
リ
ア
チ
の
総
計
値
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
を

主
打
や
公
文
香
川
守
の
汁
念
な
調
小
企
か
ら
、

山
明
ら
か
に
し
た
。
ホ
ル
ト
の
附
究
を
連
祁
政
府
の
立
場
か
ら
補
強
し
た
の
が
ロ
ー
レ
ン
ス
・

J
-
マ
ロ

l
ン
の

fm) 

六

O
年
以
前
の
連
邦
の
内
陸
開
発
事
業
』

(
九
九
八
汗
)
で
あ
る
c

マ
口

l
ン
は
、
尚
北
戦
争
前
の
ア
メ
リ
カ
の
内
陸
交
通
網
の
開
発
と

回
内
の
経
済
的
治
民
に
つ
い
て
は
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
が
主
張
し
て
き
た
通
説
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
c

そ
の
瑚
由
は
、
第
一
に
連

『山
部
を
開
く
|
|
一
八

北法57U -89) 89 

邦
政
附
に
よ
る
財
政
ぇ
援
が
州
地
方
政
府
の
財
政
支
援
を
は
る
か
に
よ
判
コ
て
い
た
事
」
と
、
第
一
に
ジ
ャ
ク
ソ
ン
政
権
後
に
連
邦
政
府
の



日見

財
政
支
出
は
減
少
す
る
ど
こ
ろ
か
、
増
加
し
て
い
る
c

特
に

入
り
の
年
か
ら

八
六
の
干
の
六

0
年
間
に
お
け
る
一

O
午
毎
の
連
邦
政

北法;)7(1・:!u):!U 

附
の
助
成
総
領
を
比
較
し
た
と
き
、

八
ニ
ロ
年
代
が
最
も
助
成
総
頼
が
多
い
と
い
う
つ
ま
た
、
人
川
密
度
が
低
い
叫
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
地

4 

H附

践
の
開
発
は
、
連
邦
政
府
の
交
通
網
整
備
の
た
め
の
資
木
投
卜
が
呼
び
水
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
方
を
示
し
、

ア
メ
リ

カ
の
国
内
経
済
党
民
に
連
邦
政
府
が
王
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
結
論
付
け
る
。
グ
ッ
ド
ワ
ッ
チ
が

a
ア
メ
リ
カ
の
通
例
と
鉄
道
分
野
に

お
け
る
政
府
の
開
発
推
進
'
の
中
で
、
ン
ヤ
ク
ソ
ン
政
権
下
、
国
家
計
画
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で

一
八
六
の
作
以
前
は
州
お
よ
び
地
山
政

肘
の
開
発
支
山
が
連
邦
政
府
の
開
発
支
山
を
上
回
っ
て
い
た
と
い
う
通
説
は
、
実
証
的
か
つ
計
量
分
析
の
成
果
と
し
て
、
夜
さ
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
。

H
本
に
お
い
て
は
一
九
刊
紀
第

lr世
紀
の
政
治
史
の
研
究
は
、
斎
藤
首
(
寸
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
史
'

占
引
越
し
た
通
史
は
あ
る
が
、
建
国
山
ん
と
南
北
戦
争
史
の
狭
間
で
意
外
な
ほ
ど
少
な
い
の
そ
の
た
め
、
政
治
史
の
分
好
か
ら
、

ぉ

内
陸
開
発
政
策
と
連
邦
制
の
問
題
を
取
り
卜
げ
る
研
究
は
手
薄
で
あ
る
υ

そ
う
し
た
巾
で
、
内
陸
開
発
政
策
そ
の
も
の
を
扱
っ
て
は
い
な

一
方
、

(
九
ヒ
五
汗
)
の
よ
、
つ
に

こ
の
時
期
の

い
が
、
カ
ル

7
1
ン
の
政
治
思
想
を
扱
っ
た
府
藤
民
「
J
・
C
-
カ
ル

7
1
ン
に
お
け
る
ナ
、
ン
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
と
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
(
)
・

一9
」

(
二
)
一
は
、
こ
の
時
代
の
政
治
史
研
究
に
お
い
て
-
小
耐
性
的
で
あ
る
じ
一
八
二
年
戦
争
時
ナ
ン
ヨ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
論
陣
を
張
っ
た
カ
ル

7
l
ン
が
、
そ
の
役
南
部
利
誌
の
代
表
者
と
し
て
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
へ
と
転
化
し
て
い
く
論
理
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
逆
に
経
済

ア
メ
リ
カ
体
制
(
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
)
論
は
か
な
り
人
気
の
テ
!
?
で
あ
っ
た
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
た
だ
し
そ
の

場
合
、
国
民
経
済
の
形
成
と
資
本
、
土
義
の
発
達
ー
と
い
う
観
点
で
、
保
護
関
税
を
巾
心
に
ア
メ
リ
カ
体
制
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
内

山L
の
分
野
で
は
、

そ
の
よ
う
な
中
で
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
民
、
土
ふ
下
表
な
ら
び
に
連
邦
主
義
と
の
関
連
で
経
済
史
の
観
点
か
ら
論
じ
た
の
が
、
楠
井
敏

で
あ
る
c

楠
井
は
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
経
治
政
策
の
結
実
と
い
う
文
脈
で
保
護
主
義

二
九
八
六
年
)

明

-
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
と
民
主
主
義
L

と
第
一
次
合
衆
川
銀
行
の
巾
央
銀
行
化
を
柱
と
し
た
ア
メ
リ
カ
休
制
政
恥
を
捉
え
、

そ
の
確
立
と
哀
退
を
ア
メ
リ
カ
の
民
王
五
義
の
発
展
と



結
び
付
け
て
分
析
す
る
υ

彼
に
よ
れ
ば
、
利
害
訓
轄
の
枠
組
み
と
し
て
の
連
邦
、
土
義
に
有
脚
し
た
ア
メ
リ
カ
体
制
は
、

セ
ク
、
ン
ョ
ン
聞
の
利

合
対
立
が
去
而
化
し
た
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
の
時
代
に
国
家
的
な
政
策
的
主
義
を
失
う
。
セ
ク
ン
ョ
ン
ご
と
の
資
本
正
義
が

発
展
す
る
こ
と
で
連
邦
主
義
に
!
止
脚
し
た
ア
メ
リ
カ
体
制
論
は
耐
力
と
な
る
が
、
そ
れ
は
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ
、
ン

l
が
推
進
す
る

つ戸

の
開
化
で
も
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

「
草
の
恨
の
民
干
主
義

八
二
心
咋
代
ま
で
の
内
陸
開
発
研
究
は
、
政
治
史
お
よ
び
経
済
史
か
ら
見
て
そ
れ
ほ
ど
活
発
な
分
野
で
は
な
い
ば
か
り
か
、

九
世
紀
全
体
で
見
て
も
内
陸
開
発
研
究
そ
の
も
の
が
鉄
道
事
業
に
集
巾
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
巾
で
経
治
史
家
の
鈴
木
老
人
川

ま
た

が
中
山
弘
次
と
共
同
執
筆
し
た
「
ア
メ
リ
カ
資
本
、
土
義
の
発
展
と
鉄
道
業
|
|
南
北
戦
予
以
前
の
時
期
を
巾
心
に
|
|
(
一
)
(
一
)
(
一
ど

は
欽
道
業
を
中
心
に
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
発
i

堪
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
連
邦
政
府
な
ら
び
に
州
政
府
の
関
与
も
分
析
対
象
と
し
た

た
め
、
南
北
戦
争
前
の
ア
メ
リ
カ
経
済
史
に
お
け
る
父
通
政
策
の
概
要
が
提
ぶ
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
開
発
史
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

山
川

今
な
お
参
与
に
な
る
υ

そ
こ
で
は
、

八
二

O
作
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ン
ス
テ
ム
の
後
退
は
保
護
関
税
法
へ
の
反
刈
と
軌
を
一
に

す
る
南
部
の
州
権
論
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
資
本
中
義
の
発
達
と
関
係
の
深
い
鉄
道
の
発
展
は
地
域
特

性
が
根
強
く
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
全
国
的
な
交
通
流
通
網
が
形
成
さ
れ
る
に
は
、
ル
北
部
の
鉄
道
網
を
土
台
に
南
北
戦
争
を
絡
な
け
れ
ば
な

反連rr，主主との悶い (1) 

ら
な
か
っ
た
と
論
じ
ら
れ
る
の
実
際
、
大
伴
償
断
鉄
道
が
建
設
さ
れ
た
の
は
八
ハ
九
年
で
、
全
国
の
鉄
道
軌
道
ゲ
ン
が
北
部
を
中
心
と

す
る
基
準
ゲ

1
ジ
(
川
フ
ィ
ー
ト
八
・
ア
1

イ
ン
チ
)
に
統
一
さ
れ
た
の
は
、
八
八

0
年
代
半
ば
に
お
い
て
で
あ
っ
た
っ

こ
の
時
矧
の
運
刈
附
究
に
闘
し
て
は
、
交
通
経
済
史
家
の
加
勢
旧
障
の

『北
米
運
河
史
研
究
』
(
一
九
九
一
一
年
)
が
品
も
包
括
的
で
あ
る
。

お」
同
書
は
、

北法57(1-91)91

一
八
一
瓦
年
に
完
成
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
川
の
エ
ワ

l
運
河
の
成
功
に
刺
激
さ
れ
合
衆
阿
内
で
絞
々
と
窪
設
さ
れ
た
運
河
が
南

北
戦
争
削
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
阿
民
経
済
形
成
を
促
進
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
運
河
周
辺
地
域
の
経
尚
お
よ
び
産
柴
構
造
へ
の
影
響

を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
同
書
は
、
東
部
と
西
部
の
経
済
屋
業
構
造
を
結
び
つ
け
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
工
リ

1
運
河



日見

を
中
心
に
北
米
連
川
の
発
達
と
経
済
発
展
を
論
じ
て
い
る
c

な
お
、
平
事
的
な
川
崎
由
か
ら
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
川
ル

l
ト
の
航
行
改
1
H
A

に

百
定
的
で
あ
っ
た
カ
ナ
ダ
の
動
同
と
ア
メ
リ
カ
川
内
の
内
陸
航
行
網
の
発
注
が
、

八
凶
〈
〉
汗
代
末
に
は
両
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
経
治
凶

4 

H附

の
優
位
を
僻
{
疋
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
北
米
経
済
閣
と
い
う
単
位
で
経
治
発
展
を
捉
え
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
つ

本
稿
は
、
具
体
的
に
は
ジ
ェ

7

7
ソ
ン
政
権
期
か
ら
モ
ン
ロ
ー
政
権
刻
に
い
た
る
連
邦
政
府
の
内
際
開
発
政
策
史
を
倣
、
つ
こ
と
で
、
反
連

邦
↓
丁
表
を
与
祭
し
て
い
る
c

併
究
対
象
と
す
る
射
程
範
阿
は
ラ

l
ソ
〆
の

に
遠
く
及
ば
な
い
ば
か
り
か

T
世
紀
前
に
出
さ

内
隆
開
発
』

れ
た
ハ
リ
ソ
ン
の
博
上
論
『
止
の
研
究
領
域
を
超
え
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
も
、
反
連
邦
王
義
を
テ
ー
マ
に
す
え
な
が
ら
、
連
邦
法
の
附
効

宣
百
理
論
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
時
代
を
扱
っ
て
い
な
い
と
い
う
難
占
が
あ
る
υ

本
稿
が
耐
究
対
象
と
し
て
ア
ダ
ム
ズ
、
ン
ャ
ク

、ノ

ノl ン
一政
二権
年防
戦代
争ま
{をで
にを
国扱
家わ
的な
なか
Mc っ

台た
政の
策は

"" 
均史
イじ γE 

Z量
可ア ア己

主右
リロ
カTl，r:;
〆ノJ

不
ご/足
主主
ア日
人料
伝的
反制
期約
ま lこ
でみ
m る

反古:
連本
邦す
主

義干言
。) i示

室 Ó~
忠犬、

をふ
概玄
翻主

主t
いば
r 、

い
う
す
旦
凶
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
草
昧
で
、
シ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
政
権
か
ら
内
陣
開
発
関
連
法
と
保
護
関
税
が
成
止
し
た
モ
ン
ロ
ー
政
権
ま
で
を

扱
う
こ
と
は
、
本
研
究
に
と
っ
て
充
分
志
味
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
一
つ
の
問
題
を
蝿
げ
て
内
陸
開
発
政
策
の

議
論
を
再
構
成
す
る
c

第
一
に
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
政
権
の
財
務
長
官
ア
ル
パ

l
ト
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
が
一
入
。
八
年
に
提
出
し
た
「
道
路
と

の
歴
史
的
意
義
と
そ
の
後
の
内
陸
開
発
政
策
に
与
え
た
影
響
、
第
二
に
、

運
河
に
闘
す
る
報
生
日
書
」

一
八
一
七
作
二
月
に
出
さ
れ
た
ボ

l
ナ

ス
法
案
に
け
す
る
マ
デ
ィ
ソ
ン
大
統
領
の
相
百
権
発
動
の
理
由
と
立
義
、
そ
し
て
、

そ
の
政
治
的
反
響
、
第
一
に
、
内
陸
開
発
政
策
を
通
し

て
み
た
、

ア
メ
リ
カ
ン
・
ン
ス
テ
ム
の
意
義
と
そ
の
政
治
山
人
的
?
止
脈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ト
ピ
ッ
ク
に
対
し
て
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
議
論
だ
け

で
な
く
、
川
レ
ベ
ル
の
議
論
ー
ー
ー
具
体
的
に
は
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
、
メ
リ

l
ラ
ン
ド
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
三
川
が
か
か
わ
っ
た
チ
ょ
サ
ピ

l

ク
&
テ
ラ
ウ
L

ア
運
河
事
業
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
が
単
独
で
建
設
し
た
エ
リ

l
運
州
事
業
の
二
事
業
に
研
究
対
象
を
絞
っ
た
が
ー
ー
を
加

え
、
個
別
の
山
門
時
間
開
発
政
策
の
形
成
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
反
連
邦
主
義
勢
力
に
対
抗
し
た
閑
民
党
政
策
推
進
派
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き

北法;)7(1・92)92 



た
い
c

以
上
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で

一
九
世
紀
初
期
の
連
邦
制
の
持
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
国
家
的
な
統
合
政
策
を
揺
る

が
し
た
反
連
邦
主
義
を
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

反連rr，主主との悶い (1) 

(
l
)
山王ニ

hc-
コ
z
f
」コ芯

C
N
P
3

』

J
2
S
位
、
=
ム
コ
江
守
イ
九
三
A
Q
H
H
Z
N
ハ
不
幸
内
と

z
zミ
E
h
可
否
丘
町
H
C
号
室
込
ヨ
ミ
司
令
子
ご
ぷ
迄
『
お
N
%
(
(
れ
ゴ
土
足
一
一
三
-
、
ご
足

〔

E
2
2
5
0
日
目
2
F
P
B
E
E
F
E
P
E
G
芝
川
今
の
ア
メ
リ
カ
耐
究
に
お
け
る
ア
ン
テ

f
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ツ
に
対
す
る
円
評
価
の

動
川
に
つ
い
て
は
、
肥
後
本
芳
川
「
ア
メ
リ
カ
羊
命
と
新
た
な
政
治
経
凶
観
の
胎
動
」
が
参
考
に
な
る
。
凶
回
泰
男
須
藤
功

『
ア
メ
リ
カ
粁

済
史
の
新
潮
流
'

(
塵
停
百
五
塾
大
学
山
版
会
、
一

C
C
一
一
年
)
所
収
。

三
)
日
ハ
相
+
ま
我
巾
九
州
附
の
研
究
動
向
に
関
す
る
最
も
良
い
ガ
イ
ド
が
、
ン
ャ
ル
ホ

1
ブ
の
一
つ
の
前
十
主
で
あ
る
。
国
0
7
2
二
一
E
F
C
]
X
J
Z叶
2

R

《ご

元
勾
刀
=
z
-
η
ロ
=
印
4
コ
丹
『
足
笠
ω
-
7
。
一
「
ヨ
空
間
命
=
。
。
C
『
ロ
=
戸
一
=
己
2臼
A
一
位
コ
斗
}
コ
m
C
晴
元
旦
)
Z
Z
}
2
2
-
ω
ヨ
-
=
〉
ヨ
空
-
n
n
w
コ
一
一
-
己
C
コ
C
民
「
印
可
ゴ
一
可
ョ
=
己
N
H
ぬ
き
へ
叩
ミ
R
N
J

C
H
m
R
ミ
ミ
ケ
一
一
山
三
百
円
や
さ
(
H
C

ロ)
L
V
匂
さ
お
(
二
号
豆
一
目
。
-
己
主
戸
内
ロ
ロ
円
以
回
二
E〔
{
何
日

-
y
k
E
-
の
門
戸
内
戸
出
回
目
E
=
。
奇
Z
v
F
ア
ョ
ヨ
H
F
A
-
ピ
ハ
7
0
ア
さ

(
一
混
凶
)
ミ

ω
三

ω
包
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
史
学
公
が
編
集
し
た
新
ア
メ
リ
カ
山
ん
の
古
志
論
f

え
集
「
小
命
川
代
|
|
初
期
共
和
国
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
、
政
治
、
そ
そ
丈
化
」
の
中
の
共
和
主
衣
に
つ
い
て
の
指
摘
も
参
考
に
な
る
ご
「
E
Z
F
Z
R
」
耳
目
。
S
E
E
S
P
~
P
R
E
E
S

T-主
L
C
何
予
司
(
ニ
ス
足
タ
山
口
ニ
門
戸
-
E
=
中
=
戸
庁
}
M
m
占
ロ
h
q
J
九
回
全
]
ヨ
ヶ
-r
一
】
コ
ロ
コ
の
つ
(
》
『
=
2
i
2
-
ι
r
。
ン
v
q
h山
ど

N
0
3
、
お
足
=
=
苫
月
三
日

1

。
己
正
式
-
戸
ロ
ニ
宅
同
七
山
口
(-fz

作
品
一
(
τ
E
-
R
t
-
1
H
E
F
目
立
命
戸
一
E
4
2
ω
二》
J
H
U
U
叶
)
匂
七
U
U
H
2
w

戸内ぺ
U

)

円
ケ
ミ
-
2
F
J
一
-
2
z

コぞ
J
E
ヰ
ミ
司
令
さ
E
N
H
Z
E
与
さ
H
E
W
付
与
さ
3
2
T
H
2
5
2
主
(
与
を
J
J
弓
「
(
)
丘
三
へ
二
2
2
2
2
r
v
~
P
3
2
)
一
5
3
H
)
一

シ
∞
一
千
ヨ
3
0
ω
-
z
ヨ
G
コ
円
丁
ω
ユ
勾
切
出
弓
ニ
命
可
抗
、
~
宮
、
与
、
Q
M
I
P
品
川
町
可
。
尚
一
。
日
刊
府
内
"
。
芯
」
G
R
~
a
g
w
w
H
R
N
ロ
ふ
さ
戸
市
叫
コ
コ
ゲ
『
恥
~
L
M
『
匂
t
q
一
~
。
X
3
5
~
♀
、
~
認
可
処
?
£
司
、
7
1
布
、
守
之
守
丘
町
一
凶

E
恥
(
5
3
N
)
主
主
目
立
セ
ラ
1
ズ
の
「
市
場
小
命
」
に
つ
い
て
は
、
安
武
秀
岳
「
市
場
革
命
業
化
と
南
北
戦
争
，
同
に
お
け

る
政
治

i
化
の
従
貌
」

a
ア
メ
リ
カ
粁
済
史
の
新
潮
流
』
所
収
、
六
三
八
一
員
、
「
『1
巾
地
草
ん
叩
』
同
考
|
|
経
済
山
ん
か
ら
件
了
ぶ
た
め
に
」

『
ア

メ
リ
カ
経
済
史
研
光
-
創
刊
号
(
一
心
。
午
)
、
ヒ
九

l
八
口
頁

F
4
)

『
ア
メ
リ
カ
歴
史
統
計
』
第
巻
、
八
、
一
つ
六
頁
、
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H附

~山吉弘、(リ

L
2
J
K
O
F
〉

E
o
-
J
2
P
ロコベ刊)

戸川山
)
F
E
コ
ロ
コ

-yp-cロh
J

己、
QSH
同
信
号
令
コ
ヨ
~
』
】
主
主
主

F
N
Z
3忘
れ
に
守
主
主
主
三
三
苦
言
守
宅
九
お
お
む
(
ザ
ザ
イ
z
Z
Z
2
2
『宍ロ

f
x
x一円
J
2
2
H
3
3
お)

(
訂
)
斎
藤
虞

『
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
史
'

(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
立
年
)
c

ま
た
、
通
史
と
し
て
は
、
有
賀
貞
他

『世
界
歴
史
体
系
ア
メ
リ

カ
七
一
一
-
(
山
川
出
版
社
、
一
九
九
一
引
J

」
も
こ
の
時
代
の
こ
と
が
社
会
史
的
観
点
も
台
め
て
岡
山
わ
れ
て
い
る
な
お
、
本
稿
で
は

l
分

に
扱
え
な
い
が
、
同
民
経
済
お
よ
び
連
河
川
の
強
化
の
観
凸
か
ら
山
際
開
発
構
想
を
結
び
つ
け
る
政
策
を
反
問
し
よ
う
と
し
た
人
物
と
し
て
、

ア
ル
パ

l
ト
・
ギ
ャ
ラ
テ

f
ン
に
先
立
ち
、
ア
メ
リ
カ
政
治
経
済
山
ん
に
お
い
て
草
要
な
人
物
で
あ
る
建
阿
朋
の
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ

l
・
ハ
ミ
ル
ト

ン
の
凶
家
構
想
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
は
中
野
勝
郎

『
ア
メ
リ
カ
連
邦
体
制
の
確
リ
了
|
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
共
和
政
』
(
古
川
大
学
山
版
会
、

一
九
九
三
年
)
が
あ
る
ハ
ミ
ル

1
ン
研
究
の
中
野
氏
が
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
政
治
思
想
を
論
じ
た
論
主
が
以
卜
で
あ
る
一
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
と

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
北
ト
人
法
V
J

了
論
集
第
凶
九
巻
第
一
号
(
九
九
一
八
年
)
、
三
一
五
九
一
白
川
ο

ま
た
、
ム
ハ
十
嵐
武
l

h
ア
メ
リ
カ
の
建
困
ー
ー

そ
の
栄
光
と
試
料
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
川
年
)
所
収
の
「
胎
動
す
る
共
和
困
|
|
ト
マ
ス
・
ジ
ヱ
ブ
ア
ソ
ン
と
カ
ウ
ン
テ

f
制
度

改
草
」
、
「
多
一
元
主
義
的
政
治
観
の
成
す
|
|
ジ
ゴ
イ
ム
ズ
・
マ
ァ
ィ
ソ
ン
の
連
邦
共
和
同
制
」
(
第
一
章
)
は
、
ジ
ェ
ブ
y
ソ
ペ
マ
デ
イ
ソ

ン
の
建
国
則
的
政
治
思
想
と
削
山
闘
を
分
析
し
て
お
り
、
有
意
義
で
あ
る
r

(
お
)
本
州
究
の

l
台
と
な
ワ
た
拙
昔
一
ジ
ヱ
フ
ァ
ソ
ン
政
権
に
お
け
る
内
陣
開
発
の
諸
問
題
戸
て
(
一
)
」

a
北
人
法
学
論
集
-
第
同
七
巻
第
一
、

四
回
勺
(
平
成
八
A
1
)
、
λ

r
ハ
l
六

一

、

一

五

四

一

一

0
0頁
、
「
米
辿
邦
下
院
一
読
員

F
回
日
・
ポ

l
タ
!
の
山
際
開
花
政
策
」

a
敬
愛
太

子
一
刊
際
研
究
』
第
八
号
(
一
の
ひ
年
一
月
)
、
一
心
頁
、
は
数
少
な
い
例
外
と
い
え
る
が
、
い
ず
れ
の
論
正
も
州
究
の
射
秤
範
囲
が
訓

Jn
こ
た
為
。

d
p
l
f
し

(
鈎
)
ポ
藤
両
♂「
J
・
C

カ
ル
フ

l
ン
に
お
け
る
ナ
、
ン
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
と
セ
ク
ン
ヨ
ナ
リ
ズ
ム
(
二
・
(
一
)
一

回阿{氷川〕
J
A
V
H

雑
I
肝
じ
問
巻
(
一

九
六
一
年
)
五
三
九
石
七
頁
、
七
石
岳
二
九
六
二
年
)
、
凶
一
六
七
頁
c

(
却
)
同
氏
経
法
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
{
日
野
啓
二

『
ア
メ
リ
カ
困
民
経
済
の
形
成
|
|
「
ア
メ
リ
カ
体
制
一
研
究
序
説
』
(
御
茶
の
本

古
一房
、
一
九
七
一
年
)
が
関
税
政
策
を
中
心
に
凶
内
経
済
の
発
艮
を
論
じ
て
い
る
)
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
産
業
革
命
と
資
本
、
一
干
義
の
発
達
を
凶

民
税
消
の
視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
楠
井
敏
明

『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
と
民
業
小
命
』
(
弘
文
堂
、
一
九
七
つ
一
午
)
が
ま
と
ま
っ
て

い
る
ま
た
、
秋
一
十
火

『
ア
メ
リ
カ
経
済
の
件
史
一
同
九
二

l
一
九
九
一

』

(
東
尽
ト
人
学
出
版
会
、
一
九
九
石
年
)
の
記
述
も
こ
も
ら
に
分

類
で
き
よ
う
。
ア
メ
リ
カ
体
制
派
の
経
済
学
者
の
議
ん
酬
の
紹
介
で
は
、
山
野
氏
の
り
問
掲
香
な
ら
び
に
、
田
中
敏
弘

『
ア
メ
リ
カ
の
経
治
思
惣
L

(

名
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古
聞
大
学
出
版
会
、
。
。
一
年
l
)

が
参
考
に
な
る
コ
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
体
制
派
の
経
治
学
計
の
一
人
で
あ
る
フ
リ
ド
リ
y
ヒ
・
リ
ス
ト
が

「
ア
メ
リ
カ
体
制
」
と
題
し
て
公
開
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

J
・
イ
ン
ガ
ソ

1
ル
宛
て
の
一
辿
の
書
簡
は
以
下
ー
と
し
て
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。
リ

ス
T

、
止
本
一
犬
訓

『ア
メ
リ
カ
経
泊
パ
了
綱
要
|
|
ア
メ
リ
カ
休
制
』
(
未
来
社
、
一
九
六
六
年
て

(
社
)
楠
井
敏
明

E

ア
メ
リ
カ
資
本
十
義
と
民
主
l
p長
-
(
多
賀
出
版
、
九
八
六
年
)
。

(
お
)
同
十
円
、
第
一
、
一
世
参
出
。

(
お
)
鉄
道
建
ル
は
な
ら
び
に
鉄
道
の
阿
川
町
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
一
八
三

0
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、
鉄
道
に
つ
い
て
は
百

泣
し
な
い
が
、
鉄
道
分
況
で
は
、
小
津
治
郎

副ア
メ
リ
カ
鉄
道
業
の
ぺ
成
'
(
ミ
ネ
ル
ヴ
γ
書
肘
、
一
九
λ
一
年
三

『ア
メ
リ
カ
鉄
道
業
の
民
間
』

(
ミ
ネ
ル
ヴ
7

吉
一一
房
、
一
九
九
二
年
)
が
ま
と
ま
っ
た
附
究
で
あ
る
ご

込
)
鈴
木
主
介
・
州
西
弘
次
「
ア
メ
リ
カ
資
本
土

p

去
の
発
民
と
鉄
道
業
|
|
南
北
戦
争
以
前
の
時
朋
を
仰
心
に
|
|
(
一
)
(
一
)
(
一
ご

在

会
科
学
研
究
』
第
一
巻
凶
号
、
五
・
ハ
合
併
号
、
第
一
一
一
一
巻
口
二
九

t
一
作
)
、
問
凶
、

T

1

0

0
、
六
ひ
二
一
ハ
頁
υ

(
お
)
阿
布
、
第
一
一
三
岳
ぷ
勺
、
二
二
五
頁
。

(
お
)
加
勢
同
博

『化
不
運
河
史
研
究
』
(
関
西
ん
ωJ山
版
部
、

九
九
一
一
年
コ

反連rr，主主との悶い (1) 

第

主詳

「
道
陥
と
運
刈
に
関
す
る
報
告
音
」
|
|
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
政
権
の
大
い
な
る
遺
序

第
一
節

連
邦
政
府
の
内
陸
開
発
政
策

-
)
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
回
道
事
業

一
八

O

作
か
ら
一
八

O
九
年
の
八
作
附
に
わ
た
る
ジ
ェ

7
ァ
ソ
ン
政
位
は
幾
つ
か
の
間
発
ポ
業
に
対
し
て
連
邦
助
成
を
積
極
的
に
行
つ
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日見

て
き
た
仁
木
な
も
の
と
し
て
、
以
卜
の
川
つ
が
，
羊
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、

ブ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
政
権
か
ら
続
く
港
湾
整
備
事
業
π

第

に
、
郵
便
ル

l
ト
の
統
挺
合
な
ら
び
に
郵
便
道
路
の
拡
充
。
第
一
に
、
連
邦
政
府
が
由
按
管
轄
し
て
い
た
首
都
ワ
ン
ン
ト
ン

D
・
C
の
『
父
通

4 

H附

カ
ン
パ

I
ラ
ン
ド
国
道
宅
業
で
あ
る
。
ジ

3
7
ァ
ソ
ン
政
権
が
弟
子
し
た
内
陸
刷
発
事
業
の
中
で
、

最
も
重
要
な
事
業
は
、
最
内
慨
に
挙
げ
た
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
、
泊
雫
業
で
あ
る
。

路
の
幣
備
前
J

業
。
そ
し
て
、
第
四
に
、

そ
も
そ
も
オ
ハ
イ
オ
州
と
大
凶
洋
沿
岸
州
と
を
粘
ぶ
道
路
建
設
計
幽
は
、

オ
ハ
イ
オ
川
北
丙
準
州
の
東
地
域
が
州
に
昇
格
す
る
過
程
で
持

ち
L
L

が
っ
た
。
公
債
を
償
還
す
る
た
め
に
不
同
欠
な
丙
却
の
一
公
有
地
完
却
訴
を
連
邦
政
府
が
い
か
に
権
保
す
る
か
は

財
務
長
官
ア
ル
パ

1

卜
・
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
に
と
っ
て
切
実
な
説
題
で
あ
っ
た
。
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
ポ
業
の
端
緒
は
、
こ
の
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
が
、

/¥ 。

一
一
月
二
二

H
に
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
選
出
の
連
邦
卜
院
一
説
只
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

B
・
ガ
イ
ル
ズ

(J3一一】おヨ回

crz)
に
似
て
た
書
簡
に
あ
る
。

こ
の
書
簡
の
中
で
、
ギ
ャ
ラ
テ
f
ン
は
、
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
る
公
岳
地
の
純
利
訴
の
う
ち
一

O
%は
、
有
利
道
路
な
い
し
そ
の

他
の
道
路
の
敷
設
を
策
疋
し
か
っ
建
設
す
る
こ
と
に
用
い
ら
れ
る
と
の
条
件
を
提
案
し
た
っ
そ
の
一

O
%
の
道
路
建
設
某
令
で
、
ま
ず
は
大

丙
洋
に
注
ぐ
航
行
叶
能
な
河
川
か
ら
オ
ハ
イ
オ
川
ま
で
の
、
そ
の
的
問
、
新
州
に
続
く
道
路
が
佳
設
さ
れ
る
こ
と
っ
ま
た
、
建
設
に
は
道
路
を

通
過
す
る
地
山
川
の
示
諾
を
要
す
る
と
指
摘
し
た
じ
合
衆
国
内
を
横
断
す
る
道
路
の
建
設
は
、
道
路
が
通
過
す
る
一
部
の
地
域
の
み
な
ら
ず

オ
ハ
イ
オ
川
北
西
準
州
に
も
便
益
が
大
き
い
c

ギ
ャ
ラ
テ
ィ
、
〆
は
、
こ
の
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
日
曲
部
地
域
の
み
な
ら
ず
ム
円
衆
村
全
体

に
も
た
ら
す
政
治
的
効
果
を
も
期
待
し
て
い
た
コ
彼
は
、
「
道
路
は
道
路
が
走
る
大
西
洋
沿
山
諸
州
の
一
部
に
便
益
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

連
邦
の
か
な
り
の
地
域
に
ー
と
っ
て
も
、
ま
た
北
山
市
州
そ
れ
肉
体
に
ー
と
っ
て
も
ほ
ぼ
川
じ
く
ら
い
に
使
前
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。
し
か
し
、

叱
西
準
川
や
そ
の
近
隣
の
大
西
洋
沿
岸
諸
川
の
丙
部
地
域
の
創
刊
殊
な
地
理
的
状
況
に
対
し
て
し
か
る
べ
き
同
心
を
向
け
れ
ば
、
そ
れ

[
道
路

建
設
基
金
同
定
]

が
地
方
利
益
が
き
わ
め
て
多
係
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
台
栄
刊
の
地
域
間
で
連
邦
の
糾
を
同
め
る
こ
と
に
寄
守
す
る
も

の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
あ
な
た
に
こ
の
規
定
の
草
安
性
に
つ
い
て
政
治
的
制
点
か
ら
強
く
認
識
さ
せ
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
」
と

北法;)7(1・:)8)98 
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ガ
イ
ル
ズ
に
対
し
て
述
べ
、
公
有
地
の
売
却
益
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
地
域
利
幸
け
が
多
様
な
諸
州
聞
で
連
邦
の
紳
を
堅
固
に
す
る
た
め

に
、
新
州
の
連
邦
加
問
と
道
路
建
設
を
組
み
合
わ
せ
る
提
案
を
行
っ
た
。

ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
従
案
は
道
路
建
設
に
充
て
る
費
用
が
公
有
地
の
完
却
〆
耐
の
有
%
に
修
正
き
れ
た
以
外
は
原
系
の
ま
ま
八
O
一
汗
四
月

一
一
。
円
に
制
定
さ
れ
た
オ
ハ
イ
オ
川
昇
格
法
の
第
七
条
に
組
み
込
ま
れ
た
。
同
法
は
そ
の
後
オ
ハ
イ
オ
川
憲
法
制
定
会
議
に
か
け
ら
れ
、

五
%
の
う
ち
一
一
%
は
州
議
会
の
指
示
の
下
に
州
内
の
み
を
通
る
道
路
の
建
設
に
充
て
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
、
連
邦
議
会
は
こ
の
決
定
に
対
し
、

オ
ハ
イ
オ
案
を
承
認
し
た
。
新
し
い
州
と
既
存
の
州
を
結

仲
間
り
の

一
%
を
オ
ハ
イ
オ
州
に
ま
た
が
る
道
路
建
設
に
充
当
す
る
こ
と
と
し
、

ぶ
道
路
を
建
設
す
る
た
め
に
割
り
当
て
ら
れ
る
公
有
地
の
売
却
益
は
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
従
案
の
一
O
%
か
ら
一
%
に
減
少
し
た
が
、
こ
の
一
%

道
路
建
設
基
金
は
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
発
想
の
勝
利
と
い
ヲ
て
よ
い
。
何
よ
り
も
、
同
恭
令
の
設
立
を
新
川
が
連
邦
に
加
盟
す
る
際
の
案
刊

と
し
か
っ
道
路
の
建
設
に
関
し
て
闘
係
州
の
同
意
を
条
件
と
し
た
こ
と
で
、
高
L

法
問
題
を
惹
起
せ
ず
に
州
際
道
路
の
建
設
に
連
邦
資
金
を
投

入
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
っ
し
か
も
、
公
布
地
の
完
却
リ
怖
が
道
路
建
設
基
金
に
積
み
立
て
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
連
邦

政
府
は
新
た
な
財
政
負
担
を
負
わ
ず
に
す
む

J

こ
の
二
%
道
路
建
設
基
令
が
、
丙
部
地
域
の
生
江
川
廿
需
品
開
川
整
備
に
も
た
、
り
し
た
効
果
は
計
り
知

れ
な
か
っ
た
c

恭
金
の
設
立
に
よ
っ
て
、
民
間
資
本
が
開
発
に
来
り
出
し
そ
、
つ
に
な
い
地
域
で
、
連
邦
政
府
が
主
体
と
な
っ
て
道
路
建
設
を

反連rr，主主との悶い (1) 

進
め
る
こ
と
が
山
川
来
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ム
円
衆
判
内
で
も
未
発
達
だ
っ
た
東
日
山
を
結
ぶ
交
通
路
の
開
発
が
確
実
に
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
υ

オ
ハ
イ
オ
州
昇
格
法
で
設
定
さ
れ
た
二
%
道
路
建
設
基
金
が
定
徹
に
注
し
た
八
O
五
咋
末
、
連
邦
卜
院
の
委
員
会
が
メ
リ
l
ラ
ン
ド

川
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
沿
山
の
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
か
ら
オ
ハ
イ
オ
川
沿
川
町
に
あ
た
る
オ
ハ
イ
オ
川
の
ス
チ
ュ

l
ベ
ン
ヴ
ィ
ル

(
目
立
三
)
何
百
三
一
-
。
)

な
い
し
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
(
現
ウ
エ
ス
ト
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
)
の
ホ
イ
l
リ
ン
グ
(
出
正
三
五
色
ま
で
の
道
路
建
設
を
提
議
す
る
報
生
け
を
行
つ

(
H
E
O
E
E
ω
J
/

。ヱ
E
E
H
F
C
H戸
)
、

テ
ネ
ン

1
州
の
ン
ョ
セ

7
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

こ
c
Z
H
)
}戸

た
コ
オ
ハ
イ
オ
州
の
ト
マ
ス
・
ウ
ォ

1
ン
ン
ト
ン
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日見

一一三己
2
2
-之
、
マ
サ
チ
ュ

l
セ
ァ
ツ
州
の
ジ
ョ
ン
ク
イ
ン
ジ
l

ア
ダ
ム
ズ
ロ
。

z
c
c一コ
2
-
J
E
E
m
)
、
メ
リ
i
ラ
ン
ド
州
の
口
八

l
ト
・

ラ
イ
ト
(
同

o
Zユ
巧
コ
ぬ
一
三
、

(
【
〕
ロ

E
U
叶

2
3
)
か
ら
な
る
長
久
円
以
九
百
は
、

ブ
ィ
ラ
デ
ル
ブ
ィ

コ
ネ
チ
カ
y
ト
州
の
ユ

l
ニ
ア
・
ト
レ
イ
ン
l

4 

H附

ア
と
ピ
Y
7
パ

l
ゲ
を
結
ぶ
ル

1

1
、
リ
y
チ
モ
ン
ド
を
起
点
と
す
る
ル

I
ト
、
ボ
ル
テ
イ
モ
ア
を
起
点
と
す
る
ル

1

1
、
り
内
都
ワ
シ
ン
ト

ン
を
起
点
と
す
る
ル

l
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
考
量
し
た
上
で
ア
レ
ゲ
ニ

l
山
脈
を
は
さ
ん
だ
東
西
の
干
要
交
易
路
で
あ
り
か
っ
、
既
存
の
道

路
を
利
用
す
る
と
オ
ハ
イ
オ
川
ま
で
一
六

0
マ
イ
ル
の
地
点
に
あ
る
ボ
ル
テ
ィ
ア
モ
ア
・
ル

l
ト
が
最
適
で
あ
る
と
し
て
、

カ
〆
パ

l
ラ
ン

ド
を
東
部
の
終
点
と
す
る
結
人
一
珊
を
附
し
た
。

メ
リ
1
ラ
ン
ド
州
議
会
は
、
委
員
会
の
報
告
書
を
受
け
て
州
の
助
成
で
有
料
道
路
ポ
楽
を
開
始

し
、
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア

4
7
レ
デ
リ
y
ク
有
料
道
路
会
社
が
設
守
さ
れ
、
委
員
会
ル

l
卜
の
利
便
性
を
尚
め
る
こ
と
に
努
め
た
っ

シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
川
は
あ
く
ま
で
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
ピ

y
ツ
パ

l
グ
を
結
ぶ
ル

l
卜
に
岡
執
し
、
ま
た
、
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
川
も
委
員
会

方、

の
報
生
日
書
に
対
し
再
定
的
な
態
度
を
示
し
た
c

と
り
わ
け
、
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
に
と
っ
て
は
、
州
が
後
押
し
し
て
い
た
ジ
ェ
イ
ム
ス
川
か
ら

グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ア

(の
2
3
F円
弔
円
)
を
経
て
カ
ナ
ワ
川
へ
手
る
ル

1
ト
が
委
員
会
で
退
け
ら
れ
た
ば
か
り
か
、

カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
が
東
部

側
の
帰
着
点
と
な
る
こ
と
で
、
当
時
カ
ン
パ

1
一
フ
ン
ト
に
ま
で
淫
し
て
い
な
か
っ
た
ポ
}
マ

y
ク
川
の
航
行
路
を
運
営
す
る
ポ
ト
マ

y
ク
会

社
の
利
中
川
に
反
す
る
結
果
を
牛
み
同
し
か
ね
な
か
っ
た
仁
連
邦
上
院
委
員
会
の
ル

l
卜
選
定
は
諸
川
の
利
中
川
対
立
を
引
き
起
こ
し
、
連
邦
下

院
で
の
議
決
は
賛
成
六
六
祭
、
以
対
4
0
甫
一
市
で
按
戦
と
な
っ
た
〔
T

札
口
の
反
対
崇
の
う
ち
一
九
票
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
コ
ニ
ア
、
ヴ
ァ
ン
ニ
ア

州
選
山
の
議
員
か
ら
の
も
の
で
、
こ
の
二
州
に
お
い
て
賛
成
事
を
投
じ
た
の
は
た
っ
た
六
人
だ
っ
た
コ
そ
の
い
ず
れ
も
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
、

一前一

ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
関
係
者
や
政
権
の
支
持
者
だ
っ
た
。

デ
ィ
ソ
ン
、

一
八

O
六
年
三
月
一
九

H
、
「
メ
リ
l
ラ
ン
ド
川
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
か
ら
オ
ハ
イ
オ
川
に
了
十
る
道
路
を
策
f
疋
し
建
設
す
る
こ
と
を
定
め
る

法
律
」
(
↓
才
〉
江
戸
。
三
官
一
巳

2
7こ
と
己
ぬ

o
z
E
E
目
与
E
ぬ
凶
ヨ
包
マ
。
旨
門
戸

E
一月ユ
E
E
玉
手
の

m
E百
三

Y
F
J
F
H丘
一
戸
。
与
の
山
互
の

oh

O
E
E
)
 
が
ジ
ヱ
フ
ァ
ソ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
っ
法
律
は
、
大
統
領
に
対
し
、
道
路
を
計
向
す
る
た
め
の
委
員
を
任
命
す
る
権
限

北法'J7(l'100]1ω
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の
ほ
か
、
委
員
か
ら
そ
の
報
告
を
受
け
て
道
路
建
設
場
所
の
選
定
を
行
う
権
限
、
さ
ら
に
澄
路
が
通
過
す
る
諸
州
か
ら
必
要
な
川
意
を
求
め

る
権
限
を
与
え
た
。
ま
た
、
制
法
は
、
一
%
道
路
建
設
慕
金
の
中
か
ら
当
而
一
万
ド
ル
久
山
す
る
こ
と
を
認
め
た
っ
ジ
コ
ブ
ァ
ソ
、
〆
大
統

領
は
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ト
国
道
建
設
法
に
従
っ
て
、
連
邦
上
院
の
勧
告
と
同
意
の
卜
、
路
線
選
定
、
設
計
、
定
設
件
J

に
当
た
る
た
め
メ
リ

l
ラ

ン
ド
川
選
山
川
の
ト
マ
ス
・
ム
ー
ア

(↓7
C己
主
山

Z
c
c
z
)
、

(
開
三

45
ピ一
E
白石)、

エ
リ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

そ
し
て
オ
ハ
イ
オ
川
の
ジ
ョ
セ
フ
・

カ

こマ
O 
~ 
rっ
てコ
ニr

P寸
η 

「
「

) 

の
一
名
を
委
口
に
粁
命
し
た
υ

こ
の
調
査
委
員
会
は
カ
ン
パ

l
一
フ
〆
ト
か
ら
ホ
イ

l
リ
〆
グ
ま
で
を
出
来
る
だ
け

同
線
で
進
む
ル

1
ト
を
大
統
領
に
ド
A
門
出
し
た
。

ル
ー
ト
は
、
通
過
す
る
地
元
州
の

M
Eを
得
る
た
め
メ
リ

1
ラ
ン
ド
、
ヴ
ア

1
ジ
ニ
ア
、

ン
シ
ル
ヴ
3

ニ
ア
州
議
会
の
審
議
に
付
き
れ
る
こ
と
に
な
っ
一
た
。
し
か
し
、

メ
リ

l
ラ
ン
ド
と
ヴ
ァ

I
ジ
ニ
ア
は
い
止
条
件
で
本
認
し
た
も
の

の
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
よ
ニ
ア
で
は
委
員
会
系
は
紛
糾
し
た
。
委
員
会
議
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
エ
ニ
ア
川
出
阿
部
の
、
土
安
な
刊
で
あ
る
ユ
ニ
オ
ン
タ
ウ

ン
と
ワ
ン
、
〆
ト
ン
を
迂
凶
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
一
つ
の
町
を
通
過
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
議
会
は
最
終
的
に

品
小
山
出
し
た
ロ

ベ
ン
ン
ル
ヴ
ヱ
ニ
ア
の
条
刊
を
組
み
入
れ
た
ル

1
ト
の
変
更
は
、
大
統
領
の
承
認
を
必
安
と
し
た
。
こ
の
時
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン

は
、
次
の
大
統
領
選
で
ワ
シ
ン
ト
ン
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
が
重
要
な
票
出
と
な
る
こ
と
、
多
少
ル

l
ト
を
変
更
し
た
と
し
て
も
カ
ン
パ

1
ラ
ン
ト

因
追
の
完
成
に
よ
り
連
邦
の
糾
は
両
ま
り
公
益
を
増
進
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
等
を
理
山
に
挙
げ
て
、
当
初
の
ル

l
ト
に
拘
る
よ

反連rr，主主との悶い (1) 

り
も
、
州
・
地
方
の
反
対
を
取
り
除
く
ほ
う
が
制
策
で
あ
る
と
の
見
解
を
一
不

L
、
ジ
ヱ
ブ
ァ
ソ
ン
大
統
領
に
ル

i
ト
の
変
更
を
迫
っ
た
〔
ジ

ヱ

フ
ア
ソ
ン
は
、
連
邦
宅
業
に
地
方
利
需
が
介
在
す
る
こ
と
に
幻
滅
を
覚
え
な
が
ら
も
、
結
局
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
L

ニ
ア
の
条
件
を
受
け
入
れ
た
υ

一
八

O
八
咋
初
め
、
ジ
ヱ

7
7
ソ
ン
は
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
か
ら
マ
ノ
ン
ガ
ヒ

l
ラ
川

同町

π
γ
7
5
C口
町
内
岳
町

Z
)
の
プ
ラ
ン
ズ
ヴ
イ
ル

(
国
三
者

5
2
=と
ま
で
の
道
路
を
建
設
す
る
こ
と
を
連
邦
議
会
に
報
告
し
た
c

こ
の
い
わ
ゆ
る
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
同
道
は
一
八
一
八
汗
に

最
初
の
区
間
で
あ
る
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
か
ら
ホ
イ

l
リ
ン
グ
ま
で
が
開
通
す
る

F

/ミ
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日見

次
就
任
演
説
お
よ
び
第
『
ハ
四
年
次
教
喜

三
日
ン
コ
フ
ア
ソ
ン
大
統
領
の
第

ンょ

7
ァ
ソ
、
〆
政
権
第
一
期
の
後

rは、
ル
イ
ジ
ア
ナ
地
域
獲
得
と
い
う
突
発
的
な
外
父
的
成
県
に
よ
っ
て
囲
内
の
対
出
に
追
わ
れ
、

4 

H附

伯
に
拡
大
し
た
領
土
を
抱
え
な
が
ら
も
、
合
衆
川
の
将
米
に
対
し
明
僻
な
構
想
を
れ
ち
山
刊
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ヱ
フ
ア
ソ
ン
の

第
一
次
就
任
、
例
説
で
は
、
新
た
な
政
策
謀
町
田
の
一
っ
と
し
て
連
邦
政
府
に
よ
る
内
れ
閑
党
政
策
が
登
場
し
た
。

同
債
償
還
が
ひ
と
た
び
終

f
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て

[
使
途
が
]
自
由
に
な
っ
た
歳
入
は
、
各
州
の
八
ム
ト
ナ
な
再
配
分
お
よ
び
必
民
な
連
邦
憲
法

改
正
に
よ
っ
て
、
千
時
に
お
い
て
は
、
河
川
、
運
河
、
治
郎
、
技
術
、
製
造
業
、
教
育
、
そ
し
て
、
そ
の
他
の
弁
州
内
の
市
要
な
日
的
の
た
め
に
充

F
9
一

当
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

内
陸
同
発
政
策
に
関
し
て
、
こ
の
演
説
か
ら
は
、
連
邦
規
模
で
統
的
な
内
陸
開
発
政
策
を
九
条
し
実
施
し
て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
、

過
去
に
行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
州
、
民
間
部
門
で
計
幽
さ
れ
て
い
る
州
聞
に
ま
た
が
る
大
胤
棋
な
事
業
を
連
邦
政
府
が
積
領
的
に
助
成
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
c

し
か
し
、
連
邦
政
府
が
台
衆
同
内
で
内
陸
交
通
路
の
整
備
に
乗
り
出
す
こ
と
を
表
明
し
た

第
一
次
就
仔
演
説
は
、
ジ
ヱ
ブ
ァ
ソ
ン
政
権
第
二
期
の
占
向
性
を
見
る
う
え
で
、

今
一
一
つ
の
出
'
で
重
要
で
あ
る
υ

第
一
に
、
ジ
ヱ
ブ
ァ
ソ
ン
政

権
が
公
式
に
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
を
有
林
的
に
推
進
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
の
は
、
こ
の
第
一
次
就
任
演
説
が
最
初
で
あ
る
点
で

あ
る

υ

同
内
の
経
凶
某
盤
の
整
備
は
も
っ
ぱ
ら
州
政
府
の
管
轄
宅
取
と
さ
れ
、
州
に
よ
っ
て
対
応
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
一
た
状
況
で
、
連
邦
政

μ
川
が
A
A
什

m
m
M
円
内
の
道
路
、
運
河
を
は
じ
め
と
す
る
内
陸
交
通
路
の
整
備
に
乗
り
同
す
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
連
邦
制
度
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に

変
更
を
迫
る
こ
と
を
意
味
し
た
〈
第
一
に
、
ジ
ェ
ブ
ア
ソ
ン
政
権
が
公
の
坊
で
連
邦
憲
法
の
修

H
に
百
及

L
、
連
邦
政
府
権
限
の
拡
大
を
図

る
こ
と
に
百
及
し
た
の
は
、
実
は
こ
れ
が
最
初
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ロ
ジ
コ
ブ
ァ
ソ
ン
政
椎
は
既
に
大
統
訟
な
ら
び
に
副
大
統
領
の
選
出
方
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法
の
不
備
を
改
め
る
た
め
修
H
第

一
条
を
成
立
さ
せ
、
産
法
改

H
を
経
験
し
て
い
る
υ

し
か
し
、
今
川
の
連
邦
憲
法
修
正
提
案
の
性
格
は
、

前
回
の
も
の
と
は
質
的
に
全
く
刷
凡
な
る
。
ル
イ
ン
ア
ナ
地
域
を
購
入
し
連
邦
に
編
入
す
る
過
程
で
、
ン
ょ

7
ァ
ソ
、
〆
が
連
邦
憲
注
の
改
正
を

考
え
そ
の
草
稿
も
編
ん
で
い
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
時
で
す
ら
、
政
権
と
し
て
正
ょ
に
連
邦
政
府
の
惟
限
拡
大
を

R
的
と

し
た
連
邦
憲
法
の
改
正
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
第
二
と
し
て
、
ジ
ェ
7
ァ
ソ
ン
の
一
弓
況
に
は
、
道
路
、
遠
山
、
例
川
の
整
備
等
の

内
障
父
通
路
の
開
発
の
み
な
ら
ず
、
産
業
の
振
興
や
教
育
基
燃
の
整
備
ま
で
も
八
円
む
包
括
的
な
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
治
経
済
的
な
某
盤
整

備
が
構
想
さ
れ
て
い
た
υ

特
に
、
公
教
育
が
ま
だ
各
州
に
お
い
て
十
分
に
ぜ
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ
の
時
期
に
、

に
せ
よ
、
連
邦
政
府
が
合
衆
川
内
の
救
育
政
策
に
も
燐
わ
る
こ
と
を
-
小
唆
し
た
の
は
革
新
的
で
あ
っ
た
υ

ま
た
、
製
造
業
の
振
興
に
闘
し
て

い
か
な
る
形
を
採
川
刑
す
る

言
及
し
た
こ
と
で
、
既
に
第
一
刻
に
お
い
て
変
化
の
兆
し
の
あ
っ
た
崖
業
政
策
の
転
換
が
則
碓
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
収
入
の
ほ
と
ん
と
を

関
税
に
依
存
す
る
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
政
権
の
税
制
構
造
に
変
更
は
な
く
、
こ
の
財
政
構
造
と
製
造
業
の
振
興
策
を
い
か
に
両
ー
止
さ
せ
よ
う
と
し

た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
全
体
と
し
て
、
具
体
的
な
政
政
提
一
百
に
乏
し
い
白
'
は
訂
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
か
え
っ
て
提
言
内
行
の

包
括
性
が
際
立
っ
て
い
た
寸

と
こ
ろ
で
、
第
一
期
が
始
ま
っ
て
最
初
に
山
さ
れ
た
八

0
4年
一
月
の
第
瓦
同
年
次
教
書
で
ジ
L

フ
7

ソ
ン
は
、
同
作
二
月
の
第
二

反連rr，主主との悶い (1) 

次
就
任
演
説
で
一
同
及
し
た
内
陣
開
発
問
題
に
一
切
触
れ
な
か
っ
た
「
教
存
の
中
で
こ
の
問
題
が
改
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
第
六
回
年
次

救
世
田
に
お
い
て
で
あ
る
υ

一
八
口
六
年
一
月
二
日
の
第
T

ハ
四
年
次
教
書
に
お
い
て
、
ジ
ヱ
ブ
ァ
ソ
ン
は
ミ
シ
シ
ッ
ピ

l
川
の
凶
側
に
不
法
駐
留
し
た
ス
ペ
イ
ン

に
対
す
る
防
衛
問
題
、
港
湾
都
山
お
よ
び
領
海
の
防
衛
の
必
要
性
な
ど
ヨ

l
ロ
y
パ
請
川
と
の
外
交
凶
で
の
緊
張
関
係
を
語
る
方
で
、
困

債
の
ふ
王
て
が
償
還
さ
れ
た
後
の
こ
と
と
し
て
、
連
邦
財
政
に
蓄
積
さ
れ
る
余
剰
資
金
の
使
途
を
提
案
し
た
c
こ
の
作
充
表
さ
れ
た
歳
入
は
ジ
ヱ

ブ
ァ
ソ
ン
政
権
を
通
し
て
最
品
の
一
丘
烹
ハ
万
ド
ル
に
上
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
二

C
C
万
ド
ル
の
増
収
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

北法57U -10:;) l(氾
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ル
イ
ジ
ア
ナ
購
入
費
を
含
め
て
一
冗
本
の
一
一
一

c
c
hド
ル
が
償
還
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
c

こ
の
好
調
な

国
債
償
還
も
順
訓
に
進
み
、

財
政
収
入
を
背
景
に
、
ジ
ヱ
ブ
ア
ソ
ン
は
第
一
次
就
任
演
説
に
お
い
て
言
及
し
た
凶
内
交
通
路
の
整
備
構
想
を
再
び
提
案
し
た
。
既
に
、
同

4 

H附

午
二
月
に
は
、

カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
同
道
の
建
設
事
業
が
山
法
化
さ
れ
、
道
路
の
ル

l
卜
を
め
ぐ
っ
て
関
係
名
州
の
利
害
が
錯
綜
し
て
い
た
っ

こ
の
よ
う
な
状
況
の
ャ
で
拠
出
さ
れ
た
教
書
は
、
余
剰
資
金
の
源
泉
で
あ
る
関
税
半
を
低
く
し
て
、
外
川
の
製
造
業
を
利
す
る
よ
り
も
、
「
関

税
を
維
持
し
そ
の
収
入
を
公
教
育
、
道
路
、
河
川
、
運
し
州
、
そ
し
て
連
邦
政
府
の
害
Z

法
卜
の
列
挙
権
限
に
付
け
加
え
た
ほ
う
が
適
切
と
思
わ

れ
る
公
的
な
閲
禿
事
業
と
い
っ
た
重
要
な
政
策
対
象
に
支
出
す
る
こ
と
を
、
関
税
を
支
払
う
古
総
屈
の
妥
同
心
は
良
し
と
す
る
で
し
ょ
う
」

と
提
案
し
た
っ
そ
し
て
、
連
邦
政
府
が
刷
発
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
新
た
な
交
通
網
が
諸
州
闘
で
刷
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
品
川
を
分
断
す
る
境
界
線
が
消
滅
し
、
彼
ら
の
多
株
な
利
訴
は
相
行
に
同
連
し
あ
う
と
と
も
に
、
品
川
か
ら
な
る
連
邦
は
解
け
る
こ

と
の
な
い
新
し
い
紐
帯
で
固
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
注
べ
、
国
内
交
通
路
の
充
実
が
ム
門
衆
同
の
統
ム
門
に
除
く
寄
守
す
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
公
教
育
の
充
山
犬
、
道
路
・
連
川
の
建
設
、
川
川
の
改
修
ポ
業
壮
一
寸
は
、
連
邦
憲
法
で
列
挙
さ
れ
た
連
邦
政
府
の
権
限

の
中
に
な
い
た
め
、
ジ
ェ
ブ
ァ
ソ
ン
は
第
一
次
大
統
領
就
任
演
説
に
次
い
で
再
び
連
邦
憲
法
の
改
正
に
言
及
し
た
。

第
六
四
年
次
教
書
に
お
け
る
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
大
統
領
の
提
案
は
、

ほ
ほ
第
一
次
就
任
演
説
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
縫
っ
か
の
点

で
同
演
説
と
趣
を
穴
に
し
て
い
た
「
ま
ず
、
連
邦
政
附
の
政
策
対
象
に
閃
し
て
、
川
演
説
が
全
般
的
な
分
野
に
一
口
投
し
て
い
た
の
に
比
べ
る

と
、
教
書
で
己
及
さ
れ
た
対
象
は
八
ム
救
育
と
園
内
父
通
路
の
開
発
事
業
に
絞
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
同
演
説
に
あ
っ
た
「
各
州
へ
の
公

正
な
再
配
分
」
と
い
う
字
句
が
削
除
さ
れ
て
い
た
。
連
邦
政
府
に
新
た
な
権
限
の
付
与
を
提
系
す
る
内
科
が
救
存
の
巾
で
縮
小
さ
れ
た
背
景

マ
デ
ィ
ソ
ン
の
意
見
が
以
映
さ
れ
て
い
た
じ
と
い
う
の
も
、
吋
初
教
書
の
草
稿
に
は
第
一
次
就
任
演
説
と
同
様
な
内
存
が
盛
り
込
ま

l土

マ
デ
ィ
ソ
ン
が
憲
法
条
『
止
を
超
え
る
危
険
な
内
科
で

あ
り
そ
の
内
容
そ
の
も
の
は
一
般
の
福
祉
に
相
当
す
る
と
指
摘
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
は
救
世
田
で
は
改
め
ら
れ
た
。

れ
て
い
た
の
で
あ
る
し
か
し
、
草
稿
に
あ
っ
た
製
造
業
、
技
術
の
，
了
句
に
悶
し
て
、

一
方
、
連
邦
支
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山
を
連
邦
下
院
に
お
け
る
一
議
員
構
成
比
に
準
ず
る
こ
と
で
各
州
の
同
意
を
得
や
す
く
し
、
出
来
る
だ
け
連
邦
高
L

法
を
散
防
併
に
解
釈
す
る
1
4
場

と
ム
円
致
さ
せ
よ
う
と
し
た
ジ
コ
ブ
ァ
ソ
ン
の
提
案
は
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
助
一
汗
で
撒
制
さ
れ
た
。

HV稿
の
段
階
で
ギ
ャ
一
フ
テ
ィ
ン
は
、
連
邦

政
府
が
教
育
お
よ
び
内
陸
開
発
事
業
費
を
こ
の
連
邦
の
構
成
比
率
に
凶
じ
て
各
州
に
正
停
に
1
4
出
す
る
こ
と
は
小
可
能
で
あ
る
と
し
、
政
策

2
J
 

の
削
除
を
助
言
し
た
。
ま
た
、
八
ム
教
育
に
関
し
て
は
第
二
次

実
施
の
?
げ
場
か
ら
ジ
ェ

7

7
ソ
ン
に
対
し
て
「
各
川
へ
の
八
ム
リ
な
再
配
分

就
作
演
説
と
比
べ
連
邦
政
府
の
役
割
が
救
世
田
の
中
で
は
や
や
蚊
/
附
さ
れ
た
の
教
書
の
中
で
ン
エ
フ
ァ
ソ
ン
は
、
公
布
地
の
売
却
，
此
を
某
に
し

た
教
育
某
金
の
創
設
を
提
長
し
た
、
こ
の
教
育
集
会
爪
を
利
用
し
て
、
連
邦
政
府
が
ど
の
よ
う
に
教
育
行
政
に
携
わ
ろ
う
と
し
た
の
か
明
ら
か

で
は
な
い
。
た
だ
、
教
育
は
政
府
の
管
轄
ポ
頃
に
関
す
る
問
題
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
市
民
に
対
し
教
育
機
会
の
平
等
が
達
成
さ
れ
る
と
の

見
解
を
ボ
し
た
。
ジ
よ
フ
ァ
ソ
ン
が
、
公
教
育
を
内
陸
父
通
路
の
整
備
と
同
時
に
進
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
、
ン
ョ
エ
ル
・
パ

l

o 
ウ

(
』

c
三
国
司
一
0
4司
)

に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
も
明
ら
か
で
あ
る
c

「
人
民
は
、

一
般
に
教
育
よ
り
も
、
運
何
?
道
路
に
よ
り
関
心
を
抱
い

て
お
り
ま
す
コ
し
か
し
な
が
ら
、
私
と
し
て
は
花
々
が
運
河
や
道
路
を
教
育
と
同
一
の
ベ
ー
ス
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
υ

き
ら
に
、
憲
法
改
正
提
案
に
関
し
て
、
ジ
3

フ
ァ
ソ
ン
が
憲
法
を
厳
格
に
適
用
す
る
立
均
か
ら
、
連
邦
憲
法
が
改
札
さ
れ
権
限
が
拡
大
し
た

連
邦
政
府
の
下
で
、
同
内
交
通
路
の
開
発
ポ
装
や
公
教
育
政
策
を
行
お
う
と
し
た
こ
と
は
上
述
し
た
c

こ
の
憲
法
改
正
提
案
の
背
長
に
八

反連rr，主主との悶い (1) 

。
六
年
三
月
に
成
立
し
た
カ
、
〆
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
建
設
法
の
影
響
が
な
か
っ
た
と
は
弓
え
な
い
だ
ろ
う
c

現
行
の
憲
法
の
下
で
、
国
内
父
通

路
の
開
発
を
妊
進
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
法
律
の
よ
う
に
関
係
芥
州
の
同
意
を
、
必
ず
取
り
引
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
粘
米
と
し
て
、
既

に
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
同
逗
の
起
点
を
巡
っ
て
各
州
の
利
害
が
針
綜
し
た
よ
う
に
、
連
邦
政
府
の
政
策
、
ル
ー
ト
選
定
地
を
巡
っ
て
各
州
の
何

別
利
害
に

ι右
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
じ
そ
れ
ゆ
え
、
教
書
に
お
け
る
連
邦
憲
法
改
H
促
案
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
の
政
治
信
条
の
み
な
ら
ず
、

連
邦
行
政
の
飢
巾
、
か
ら
の
提
案
で
あ
っ
一
た
と
い
う
白
'
も
看
過
で
き
な
い
だ
ろ
う

F

さ
て
、
同
債
償
還
後
と
い
う
条
件
付
で
は
あ
っ
た
が
、
第
一
次
就
仔
演
説
に
続
い
て
第
ハ
回
年
次
教
存
に
お
い
て
も
連
邦
政
府
に
よ
る
大
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規
模
な
刷
発
構
怨
が
慌
り
込
ま
れ
た
υ

そ
の
背
景
に
は
、
連
邦
政
ー
附
の
財
政
状
態
が
灯
訓
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
拍
で
き
よ
う
c

こ
の
占
、
に
閑

し
て

八
ロ
ア
社
作
T
1
月
一
九
日
に
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
に
宛
て
た
畜
簡
の
中
で
ン
コ
ブ
ァ
ソ
、
〆
は
、
「
ど
の
よ
う
な
理
府
か
ら
で
あ
ろ
う
と
、

4 

H附

成
人
の
増
加
は
、
そ
れ
が
我
々
の
税
収
を
白
同
に
使
え
る
時
期
を
]平
め
か
つ
次
々
が
述
河
、
道
路
、
大
学
川
市
寸
の
政
策
課
題
に
乗
り
山
す
時
期

を
半
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
喜
ば
し
い
状
況
で
す
一
と
、
述
べ
て
い
た
。

第
一
に
、

ル
イ
ン
ア
ナ
購
人
が
ン
ェ
フ
7

ソ
、
〆
政
権
の
政
策
転
換
に
果
た
し
た
影
響
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
拡
大
し
た
共
和
同
を
い

か
に
統
治
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
ジ
ェ
ブ
ア
ソ
ン
政
梓
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
で
あ
り
、
第
一
一
期
政
権
以
後
の
ジ

L

7

ァ
ソ
ン
の
連
邦
飢

が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
体
制
を
州
権
の
強
い
連
邦
か
ら
幾
分
か
統
一
川
家
的
な
連
邦
に
捉
え
同
し
た
こ
と
で
、
連
邦
憲
法
の
改
止
提
系

と
共
に
連
邦
政
府
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
外
?
父
、
防
衛
の
み
な
ら
ず
川
政
府
の
管
特
権
に
下
渉
す
る
川
内
生
活
基
燃
の
整
備
に
も
取
り
組
む

こ
と
を
表
明
で
き
た
と
一
吉
え
よ
う
r

し
か
も
、
連
邦
政
府
が
直
接
、
開
発
事
業
に
乗
り
出
す
こ
と
で
、
開
発
条
刊
の
悪
い
地
域
、
特
に
山
部

に
お
い
て
も
、
交
通
路
建
設
が
叫
能
に
な
る
つ
第
ハ
例
年
次
教
書
の
中
で
、
囲
内
交
通
路
が
附
か
れ
れ
ば
地
域
利
害
を
超
え
て
連
邦
の
紳
が

深
ま
る
こ
と
を
ジ
よ
ブ
ア
ソ
ン
が
自
ら
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
事
業
は
政
治
的
に
も
経
治
的
に
も
合
衆
川
の
統

合
を
強
化
す
る
卜
で
要
と
な
る
政
策
提
楽
で
あ
っ
た
と
百
え
る
じ

第
一
今
と
し
て
、
連
邦
政
府
が
主
導
す
る
内
陸
開
発
政
策
構
怨
が
、
ジ
L

7

7

ソ
ン
に
と
っ
て
も
ま
た
連
邦
政
附
に
と
っ
て
も
唐
突
な
提
楽

で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
己
え
な
い
点
に
も
注
意
す
る
、
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
υ

ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
政
権
は
そ
の
第
一
期
に
、
港
湾
整
備
事
業
に

お
い
て

フ
ヱ
デ
ラ
リ
ス
ト
政
権
の
政
策
枠
組
み
を
継
承
し
た
だ
け
で
な
く
、
後
に
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
と
な
る
山
方
直
路
の
建
設
計
阿

に
お
い
て
は
前
政
権
の
枠
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
仁
し
か
も
第
一
刻
で
は
、

部
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
内
際
開
発
政
浪
を
前
フ
ェ
デ

ラ
リ
ス
ト
政
権
を
し
の
ぐ
ん
+
判
規
慢
の
内
伴
開
発
構
想
へ
と
月
め
た

u

ま
た
、
ジ
コ
フ
ア
ソ
ン
白
身
、
そ
の
政
治
的
経
歴
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
連
邦
憲
法
制
定
以
前
の
ヴ
ァ

1
ジ
ニ
ア
州
を
舞
ム
刊
に
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
の
航
行
間
禿
事
業
を
州
政
府
が
行
う
こ
と
に
熱
心
で
あ
コ
た
。
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ジ
ユ
ブ
ア
ソ
ン
政
権
の
政
旋
転
換
の
背
景
に
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
、
あ
る
い
は
、

マ
デ
ィ
ソ
ン
の
影
響
は
再
定
で
き
な
い
が
、
ジ
コ
ブ
ア
ソ
ン

は
元
来
、
公
益
性
の
丙
い
交
通
路
の
開
発
整
備
に
政
府
が
関
与
す
る
こ
と
に
対
し
て
州
政
府
の
レ
ベ
ル
で
は
精
一
杯
的
だ
っ
た
こ
と
は
見
過
ご

せ
な
い
だ
ろ
う
。
内
陸
開
発
事
業
を
始
め
凶
内
の
生
活
基
盤
の
整
備
に
連
邦
政
府
が
乗
り
出
す
と
い
う
ジ
ヱ
フ
ア
ソ
ン
政
権
が
第
一
期
に
お

い
て
表
明
し
た
政
採
は
、
ジ
ェ

7

7
ソ
ン
が
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
川
政
治
に
お
い
て
示
し
た
行
政
手
法
と
の
連
続
性
は
尚
い
。
確
か
に
、
第
一
次

大
統
領
就
仔
、
侃
説
お
よ
び
第
六
川
咋
次
救
世
田
が
ぶ
し
た
政
策
構
想
は
連
邦
政
府
の
権
限
を
拡
大
し
従
来
の
連
邦
制
の
構
造
を
変
、
λ
る
方
針
転

換
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
が
そ
れ
ま
で
大
統
領
と
し
て
表
明
し
て
き
た
連
邦
政
府
観
に
反
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
内
陸
刷
発
事
業
に
お
い
て
、
政
府
が
巾
心
的
な
役
割
を
果
た
す
占
で
は
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
州
政
治
に
お
い
て
ジ
ヱ
ブ
ア
ソ
ン
が

示
し
て
き
だ
政
策
方
針
と
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
も
軽
机
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

3
)
連
邦
政
府
の
同
発
政
策
の
某
小
平
構
造

一
九
山
紀
初
期
の
ア
メ
リ
カ
政
治
を
概
観
す
る
と
、
連
邦
政
府
が
政
策
的
に
同
内
の
交
通
網
の
閲
売
に
乗
り
山
せ
る
か
と
う
か
は
、
連
邦

反連rr，主主との悶い (1) 

政
府
の
権
限
の
対
象
に
含
め
る
か
ど
、
っ
か
と
い
う
観
点
で
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
て
き
た
c

こ
の
論
予
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
開
催
さ
れ
た

連
邦
憲
法
制
定
会
訟
の
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
ほ
と
占
い
c
そ
う
し
た
中
で
、
7
ょ
テ
ラ
リ
ス
ト
政
権
期
に
始
ま
っ
た
れ
ム
口
等
の
港
湾
整
備
事
業
、

そ
し
て
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
政
権
一
期
に
端
を
禿
す
る
カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
同
道
事
業
は
、
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
政
策
に
何
ら
か
の
指
針
を

与
え
た
こ
と
は
停
か
で
あ
っ
た

υ

先
行
事
業
を
通
し
て
蓄
積
さ
れ
た
政
治
指
引
は
、
次
の
よ
う
に
{
疋

λ
化
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
内

第
一
に
、
郵
便
道
路
、
港
湾
整
備
の
観
点
か
ら
の
?
父
通
政
策
は
述
邦
政
府
の
事
業
と
し
て
応
の
示
認
を
得
た
こ
と
c

第
一
に
、
事
業
の
遂

打
に
は
州
政
府
の
同
窓
を
要
す
る
こ
と
c

逆
に
言
え
ば
、
州
政
府
の
川
意
が
あ
れ
ば
連
邦
政
策
を
安
打
し
う
る
判
能
件
が
生
ま
れ
た
と
い
え

る
コ
第
三
に
、
公
共
性
を
測
る
基
m
は
明
確
で
は
な
い
が
、
事
業
の
効
果
が
特
定
地
域
の
み
に
限
定
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
な
け
れ
ば
、
連
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日見

邦
政
府
に
よ
る
公
共
政
策
の
対
象
と
な
り
う
る
こ
と
c

以
上
の
よ
う
な
方
向
性
に
加
え
て
、
政
策
の
具
体
化
に
お
い
て
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国

道
事
業
が
そ
の
後
の
内
陸
間
党
政
策
論
争
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
ジ
エ
ブ
ア
ソ
ン
政
梓
第
一
刻
で
は
机
卜
の
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

4 

H附

カ
ン
パ

l
ラ
ン
}
国
道
宅
業
は
基
金
が
円
棋
績
に
達
し
た
一
八

C
T
1
年
末
に
実
際
に
始
動
し
た
。
具
、
体
的
な
災
通
政
策
と
な
る
カ
ン
パ

l
ラ

ン
ド
国
道
ポ
業
が
本
山
情
的
に
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
志
設
さ
れ
な
か
っ
た
問
題
点
や
叶
能
性
が
明
る
み
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

と
り
わ
け
、
同
事
業
が
政
HK烹
案
に
も
た
ら
し
た
可
能
性
の

h
が
大
き
か
っ
た
れ

と
い
う
の
も
、

カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
国
道
ポ
楽
は
州
際
ポ
楽
で
あ
り
か
つ
、
開
発
の
、
五
導
権
を
連
邦
政
府
が
握
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
υ

関

係
名
州
の
川
志
を
条
件
付
け
て
は
い
る
も
の
の
、

ル
ー
ト
選
定
、
道
路
の
具
体
的
な
仕
桜
等
は
最
終
的
に
大
統
領
の
権
限
と
き
れ
て
い
た
っ

ま
た
、
刷
党
資
金
の
原
資
と
し
て
阿
部
の
八
ム
有
地
の
売
却
益
を
特
定
し
、
恭
金
化
す
る
と
い
う
提
誕
を
行
っ
た
こ
と
も
、
後
の
連
邦
助
成
の

は具
大体
き化
かに
て〉

た

し
か
し

れ
を
投
じ
た
と
い
え
る
υ

そ
し
て
何
よ
り
も
連
邦
高L

法
の
改
H
を
絞
ず
と
も
、
連
邦
事
業
が
実
施
で
き
る
と
い
う
こ
と
の
意
味

カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
川
道
事
業
は
、
あ
る
古
居
昧
で
、
特
殊
な
事
楽
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
っ
第
に
、
糾
し
く
連

邦
に
加
問
す
る
オ
ハ
イ
オ
州
内
の
公
有
地
の
売
却
益
と
い
う
具
体
的
な
財
源
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
付
能
と
な
っ
た
交
通
政
策
で
あ
っ
た
と
い

う
点
で
あ
る
c

公
有
地
と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
当
該
川
に
も
帰
属
す
る
財
源
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
政
策
実
尽
に
大
き
く
作
用
し
た
c

第
二

に
、
連
邦
に
加
盟
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ま
で
平
州
で
あ
っ
た
地
域
に
か
か
わ
る
交
通
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
c

中
州
は
首
都
ワ
シ
ン

ト
ン
と
並
ん
で
連
邦
政
府
の
直
結
統
治
地
域
で
あ
っ
た
-
カ
ン
パ

1
ラ
ン
ド
国
道
ポ
業
は
連
邦
政
府
に
よ
る
内
陸
開
発
事
業
と
し
て
附
則
的

な
事
楽
で
あ
る
こ
と
は
ニ
ワ
つ
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
制
殊
事
情
が
政
策
形
成
に
大
き
く
作
用
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
将
来
的
に
、

カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
事
業
h
式
が
既
存
の
諸
川
に
対
し
て
も
同
桜
に
適
川
可
能
な
も
の
と
は
単
純
に
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
c

実
際
、

そ
の
後
の
連
邦
議
会
に
お
け
る
内
伴
開
発
論
一
誌
の
巾
で
、
連
邦
政
府
事
業
の
例
と
し
て
港
湾
整
備
事
柴
と
並
ん
で
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド

国
道
事
業
は
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
υ

し
か
し
、
同
様
な
方
式
を
ほ
川
す
る
連
邦
ポ
業
が
続
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、

か
え
っ
て
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カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
国
道
事
業
の
特
殊
性
を
汗
き
彫
り
に
し
た
と
も
い
、
え
る
の

と
こ
ろ
で
、
当
時
、
国
道
な
い
し
連
邦
道
路
事
装
は
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
川
道
が
唯
一
の
事
業
で
は
な
か
っ
た
。
実
は
、

八
口
ハ
年
一
月

十
本
に
成
立
し
た
カ
ン
パ

l
ラ
ン
ド
同
道
建
設
法
か
ら
約
ヶ
月
後
の
四
月
二
日
の
事
で
あ
る
が
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
ク
リ
ー

ク
族
の
領
有
地
を
通
る
た
め
の
道
路
建
設
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
「
ポ
務
J

日
の
報
酬
を
規
ど
し
決
定
す
る
と
と
も
に
、

一ハ

ιの
公
道
を

計
画
す
る
権
限
を
与
え
、
か
っ
そ
の
他
の
リ
的
の
た
め
の
法
律
」
(
~
ざ
山
Z
Z
2習
-
E
0
2
E
E刈
与

の

の

C
E
胃コ
Z
E
=
。
ご

Z
ユS
E己

g

E
P
2
5
P
Z
F
E
m
E
Z『

2
1
E
D
百
三
百
円
。
邑
切
釦
ロ
ヰ

E
C
E
2
百
円
七

2
2
)
と
い
う
、
雑
多
な
瓜

H
が
席
川
り
込
ま
れ
た
法
律
の
第
七

条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
道
と
し
て
少
な
く
と
も
二
つ
の
道
路
の
建
設
が
認
め
ら
れ
た
。
第
一
に
ア

l
シ
ン
ズ

(〉け
F
E
ω
)

の
ル

l
卜
で
ジ
ョ
ー
ジ
ア
川
の
未
川
開
拓
地
か
ら
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
へ
の
道
路
、
第
一
に
ミ
シ
シ

y
ピ

l
川
か
ら
オ
ハ
イ
オ
川
へ
の
、
ま
た
グ

リ
l
ン
ヴ
ィ
ル
条
約
で
規
定
さ
れ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
領
布
地
と
の
境
界
線
へ
の
道
路
、

そ
し
て
テ
ネ
、
ン

l
州
の
ナ
ッ
シ
ユ
ヴ
ィ
ル

(
Z
Eの
72)
へ
の
道
路
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
六
回

0
0
ド
ル
、
六

0
0
0
ド
ル
、

(
R
5
7
と
と
か
ら
ミ
シ
ン
ッ
ピ

1
準
州
の
ナ
ソ
チ
ヱ
ス

へ
川
町
)

六

0
0
0
}
ル
の
予
算
が
川
上
さ
れ
た
。
最
初
の
道
路
は
、
既
に
一
八

0
4年
二
月
の
法
律
で
，
門
都
ワ
シ
ン

l
ン
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の

ア
l
シ
ン
ズ
を
通
っ
て
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に
百
十
る
郵
便
ル

l
ト
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
郵
便
ル

l
ト
を
公
道
と
し
て
整
備
す
る
の

反連rr，主主との悶い (1) 

が
本
法
の
回
的
で
あ
っ
た
c

ま
た

八
口
五
年

一
月
に
イ
ン
テ
ィ
了
、
〆
部
放
と
交
わ
し
た
ワ
シ
、
〆
ト
ン
条
約
で
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
内

で
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
領
布
地
で
あ
っ
た
オ
コ
ニ

1
川

(
F
r
C
2
5巾
)
と
オ
ク
ム
ル
ジ

1
川

p
r
o
g戸
Z
2
)
に
挟
ま
れ
た

l
地
を
合
衆
同

に
金
銭
譲
渡
す
る
と
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
人
が
オ
ク
ム
ジ

l
川
か
ら
モ
ー
ビ
ル
ヘ
ク
リ
ー
ク
族
の
領
有
地
を
?
父
述
、
宿
泊
す
る
権
利
を
保
祉

す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
郵
便
道
路
の
設
定
や
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
と
の
条
約
が
基
と
な
ワ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
、
ミ
シ
シ

y
ピ

l

ュ垣 市
路 州
とに
しま
でた
草 が
要る
な道
役 E首
相 の
を建
組 設
つ戸カぎ
た初認

υ 可

さ
れ
た

こ
れ
ら
は
カ
ン
パ

l
ラ
、
〆
ド
阿
道
の
よ
う
に
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
南
部
に
お
け
る
交

か
レフ

北法57U -10:>) 109 



、再 (→)宰宣々 とと I';~ H トトト入岩佐斗兵士時E正当~tsc沼E国 C I) J -#~ヨ朴~~*.I 綜主斗J矧どきヨ口い |同ヨ 11'CC'.a1" ) 

→ 
『

(c...l) i¥lbcrl Gallalin lo V./jll山 mD. Gih 丸J<cbrllaη 1:3， 1802， IIcnry i¥dams. cd.， Tlw lVril-ings 0/ Alberl GαllaIin， :3 vols. (N川三
→ 

首聖
'{ork: Antiquaritan Press. 1960) . 1: 76-79 

(町) Ibu1.. 1: 79 

(ザ) Appendix to Anuals 01 Con，r;r，同 S (~.'L. AC) 7lil Cong.. 1ドlSぞsS.，pp. 13，'19-GO 

医
者
以
寸

(l.{]) U.S. Dcparlmcnl o[ TransportalIon Fcc1cral Hi只h¥va、，.!¥c1minislraLion，/1ηu:Tim 's HiXhwuys 1776-1.976λHis lory oj" 1 h(' 

丹市町l.4id Program (¥Vashington D. C，: C. S， Government Printings Offic民 1977). Ch， 2; Appendix to AC， ih Cong.. 2nd 

Scss.， pp. 1588-90 

1坦)c川 L<γGoodrich.(;01)I'Y1unl'nl Pr附川川10/.411川相川 C削lalsα町.[R山 lr開山 1H()(qお90¥:¥cw York: Col11mbia Uni¥ 川町L)

Press， 1960) ，p. 25; Joseph Hobson Harrisoll， Jr.， ';The lnternallmprovement lssue in the Politics of the Union， 1783 

lR25" ¥Ph. D. di，しs..Cni、crsilyo[ Vir広inia，19S4) ， pp. 151.54 

(l'-) Appendix to AC， 9lh Cong.. 1引 Sess.，pp. 151-5--1 

(司) Harri叩 n.Jr “Thc Inlcrnal Impro、じ1IlじnlIssuc，"p. 158; .:tm('れ川辺 Hig!a山 ys，Ch. :-3; Gallalin LO JcHcrson， Fcbruar、12.anc1 

Jlll、27.1808， Ad川町!引L. Wηtings01 A lberf (品llatin，1: 370， 395-396 蜜圧F 、:n:~;M~叫斗J<f:m:J0キミ入てー 1ト入ム

E畑、~~J' < 1 1' 1 ムJ~ド二時 EJtf 持吋斗4時吋fÇ"'.:..，よ 1 < 1 <1f- 8 ，~~7'~.fu時ペ

l∞) Scconr1 Ina時 uralAddrcss， :¥hγch 4. 1805， i¥'lcrrill D.. Pclcrおりn，Thοmas ]e/frrson: 11子ilings(Ncw York: LiLCl礼ryClassics 

of the Lnitecl States. 1984) . p.519 

(ミミ)Siλlh ，.!¥nnual ~vfcssa只c ， Dcccmbcr :-3， 1R05， Paul Lciccslcr Ford， cd.， The lForks of ThoJnas ]e/(ers叫， 12 、。ls.(Nc¥v York 

G. P. Putnam's SOIlS. 190--1-1905) ， 10:181-98 

(ヨ)綜ぐIS:lh'手紙fIJIE.'>:-楳民主早ノトトャ今\へさ~-二~枠ヰ号Eニミ需給申t明記長吋o滞在巴号明言己択い，zl""小:，\ ~ Î\r~ ~ヘ"梨持

-.J J¥，-，ユ .(.!C }.''!adison's ¥1ゼ1Tlo]"anda，Ibid" 1 0; 30:') 

l~) GallaLin LO JcHcrson， Rcmarks on Prcsidcnl'sエIcssa昨， Novcmbcr 16， 1806， Adam人 cc1.， 11':γilin，gs of illbert Gαllalin. 1 

:-n6-20 



反連rr，主主との悶い (1) 

(
門
川
)
小
稿
で
は
、
内
障
開
発
事
業
と
な
ら
ん
で
大
学
設
す
も
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
発
表
さ
れ
た
教
書
で
は
、
六
千
に
関
す
る
明
佐
な
14
述
は
削

除
さ
れ
た
。
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
へ
の
助
二
百
円
中
で
、
内
際
開
発
事
業
よ
り
も
大

F

与
の
占
を
ジ
エ
ブ
ア
ソ
ン
が
優
先
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
が
、
お
そ
ら
く
内
陸
開
発
事
業
の
方
が
一
般
に
人
気
は
布
く
、
大
川
了
は
不
人
気
だ
ろ
う
と
指
摘
し
、
大
学
設
す
の
た
め
に
公
有

地
の
売
却
恭
令
を
充
て
る
こ
と
を
提
案
し
た
F
E

(
比
)
」
z
r
-
E
=
Z
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。
一
お
お
ユ
0
4
0
2
c一一
)
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一
∞
C
H
T
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ヰ
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。
忌
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去
、
ご
弓
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言
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さ
守
3
2
-
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日
ω
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(
日
)
駒
田
、
前
掲
論
丈
、
一
一
七
甘
ヒ
じ
良
。

(
日
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z
r
2
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=
さ
m
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w
=
与
-
P
宮
山
て
日
甲
子
]
∞
C
ω
r
f
E
U
E
一

S
イ
戸
内
刊
誌
~
2
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ム
ロ
雲
市
(
止
~
~
ミ
z
-
N
ω
日
ω
ω

(
日
)
こ
の
第
次
大
統
領
就
任
演
説
が
一
ボ
し
た
ジ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
政
権
の
変
化
に
関
し
て
、
歴
史
家
で
あ
り
第
二
代
大
統
領
ジ
ョ
ン
ア
ダ
ム
ズ

CA)
ケ
ロ
〉
〔
-
2
5
)
の
肯
孫
で
、
第
六
代
ジ
ョ
ン
・

Q
・
ア
ダ
ム
ズ
の
孫
の
ヘ
ン
リ
1
・
ア
ダ
ム
ズ
(
口
2
5
J
一
三
き
と
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

諸
部
放
の
動
向
を
公
戒
し
弘
太
し
た
領
の
領
有
お
よ
び
防
衛
と
い
う
軍
事
的
な
柑
』
円
か
ら
、
ジ
ェ
ブ
ア
ソ
ン
が
従
来
の
政
治
信
条
を
放
棄
し

辿
邦
政
府
の
合
轄
権
を
拡
大
し
た
だ
け
で
な
く
、
辿
邦
へ
の
求
心
力
を
高
め
る
た
め
に
、
ギ
ャ
ラ
テ
ィ
ン
の
志
見
を
取
り
入
れ
て
同
内
父
通
路

の
開
発
問
題
を
政
策
課
題
に
掲
げ
た
と
分
析
し
た
。
ニ
2
3
孟
E
当
初
主
旬
、
。
ミ
ミ
喜
三
主
主
同
町
民
言
。
¥
き
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3
2
E
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主
5
2
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N
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ω
戸
内
ω
c
h
F
η
d
E
E
込
山
E
「
E
H
Z
。
)
一
E
R
H
U
E
ギ
ャ
ラ
テ
f
ン
の
影
響
を
指
摘
す
る

論
主
と
し
て
は
以
下
が
あ
る
。

-r弓
コ
u
c
=
-
7
ふ
「
コ
宕
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Z
ニ
ヨ
七
-
G
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2
ニ
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戸
、
E
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2
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話
。
『
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弓
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一
フ
1
ソ
ン
は
、
さ
ら
に
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
影
響
も
折
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
リ
ソ
シ
は
ジ
「
一
ブ
7

ソ
シ
政
権
が
連
邦
規
模
の
迫
路

及
び
通
河
の
建
北
計
両
を
具
体
化
す
る
上
で
指
針
を
与
え
た
人
物
と
し
て
ロ
パ

l
ト
・
フ
ル
ト
ン
定
。
Z
Z
司
王
宮
口
)
の
存
在
を
指
摘
し
て

い
る
。
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見
)
位
四
回
、
前
掲
論
文
、
一
一
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川
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五
貞
{

(
川
以
)
〉
む
ち
に
ロ
【
H
E
E
L
n

《

1
z
h己
売

Hぇ
Jム
U
Z
℃
日
V
H
N
∞
{
}
∞
N

(
出
)
日
々
=
コ
ロ
己
さ
コ
出
c
c号
α
ユ
戸
=
〔
ア
マ
E
z
r
-
2
『
け
ニ
プ
包
丁
目
月
c
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だ
可
ミ
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ミ
ミ
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Z
3
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h
q
E
C
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名
言
、
な
芯
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主
/
f
N
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語
、
。
三
九
込
E
Z
S
p

h
句
。
任
』
白
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a
(
叶
=
切
ハ
リ
巳
0
0
切
川
戸
吋
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内
己
ロ
p
r
の
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切
E
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h
~
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-
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H
E
-
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切
m
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U
∞
也
)
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叶
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